
APRIL 2012 No.43 ● 4

特 集　大洋州＆東ティモール特 集　大洋州＆東ティモール

島の未来を
考える





JICA理事長　退任・新任のご挨拶

特集 大洋州＆東ティモール

島の未来を考える

Contents

02

04

APRIL 2012 No.43

編集・発行／独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency : JICA

地域と世界のきずな18 “島”の知見を生かし途上国の問題解決に貢献　沖縄県

JICA STAFF22
JICA Volunteer Story20

大洋州地域が一丸となって災害に立ち向う　フィジー
テレビ授業で基礎教育に新たな息吹を　パプアニューギニア
紛争を乗り越え新たな国づくりへ　東ティモール

MONO語り ネグロスの未来を紡ぐシルク糸39
私のなんとかしなきゃ！40

フィジー

イチオシ！37

地球ギャラリー

常夏の笑顔

渡辺貞夫さん
アフリカ再訪で見た
日本とのきずな
in タンザニア・ケニア

30

特別レポート26

本・映画・イベント

宮田 賢さん　青年海外協力隊／サモア／小学校教諭
林 径子　JICA東南アジア・大洋州部　東南アジア第六・大洋州課

漢方薬で健康になろう　国立大学法人富山大学和漢医薬学総合研究所
JICA UPDATE23

「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
・  ・ ・  ・28 ココシリ

冨永 愛　モデル

ＰＬＡＹＥＲＳ24

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development

表紙

©YONEO MORITA/SEBUN
PHOTO /amanaimages
豊かな自然が息づく大洋州。
ヤシの木に登る子どもたち（トンガ）



　
日
本
に
と
っ
て
大
洋
州
は
、
水
産
、
鉱

物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
地
か
つ
海

洋
輸
送
路
で
あ
る
以
上
に
、
歴
史
的
に
親

日
的
な
国
が
多
く
、
国
際
社
会
の
中
の
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。

　「
現
在
国
際
社
会
で
は
、
国
々
の
集
団

化
に
よ
る
国
益
確
保
が
激
し
く
な
っ
て
い

る
。
日
本
が
位
置
す
る
太
平
洋
地
域
に

散
在
す
る
国
家
群
と
日
本
が
強
い
絆
で
友

好
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
先

に
あ
る
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

さ
ら
に
は
中
国
ま
で
を
含
め
た
国
々
と
外

交
交
渉
を
展
開
す
る
上
で
後
ろ
盾
と
な

る
」
と
大
阪
学
院
大
学
の
小
林
泉
教
授

は
話
す
。

　
し
か
し
近
年
、
旧
日
本
委
託
統
治
領

だ
っ
た
パ
ラ
オ
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
で
は
、
現
地
の
日
系
人
の
高
齢
化

な
ど
を
背
景
に
日
本
の
影
響
力
が
低
下
し

つ
つ
あ
る
。
他
方
、
大
洋
州
を
め
ぐ
る
世

界
の
動
き
は
活
発
化
し
て
お
り
、
２
０
０

６
年
に
「
中
国
・
太
平
洋
島
嶼
国
経
済

発
展
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
始
し
た
中

国
が
年
々
援
助
を
拡
大
し
て
影
響
力
を

強
め
る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
も
一
時
閉
鎖
し

て
い
た
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の

太
平
洋
地
域
事
務
所
を
パ
プ
ア
ニュ
ー
ギ
ニ

ア
に
再
開
し
た
ほ
か
、
米
軍
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
駐
留
を
決
定
。
５
月
の
太
平
洋
・

島
サ
ミ
ッ
ト
に
初
め
て
参
加
す
る
予
定
だ
。

ま
た
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
、
韓
国
と
い
っ
た
新
興
ド

ナ
ー
も
そ
の
存
在
感
を
増
大
さ
せ
て
い
る

中
で
、「
今
後
、
ど
の
よ
う
な
問
題
や
課

題
が
発
生
し
て
も
日
本
が
安
定
的
に
対

の
〝
脆
弱
性
〞
を
い
か
に
緩
和
・
克
服
し

て
い
く
か
が
重
要
だ
」
と
話
す
。

　
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

画
一
的
な
支
援
で
は
な
く
、
各
国
を
そ

の
地
理
的
条
件
や
人
口
、
経
済
状
況
な

ど
か
ら
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
顕
著

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
環
境
や
防
災
、
教

育
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
協
力
の
重
点

分
野
と
し
て
定
め
て
い
る
（
８
ペ
ー
ジ
、

12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。
ま
た
、
他
の

援
助
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
援
助
の
効
率

化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
昨
年
12
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
際

開
発
庁
と
包
括
連
携
協
定
も
締
結
し
た
。

さ
ら
に
、
水
資
源
確
保
や
廃
棄
物
処
理
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
最
適
化
な
ど
日
本
に
経
験
・

知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
技
術
も
積
極
的

に
活
用
し
、
企
業
や
自
治
体
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
日
本
国
内
へ
の

還
元
に
通
じ
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
計
画

だ
。

　
今
年
５
月
25
・
26
日
、
沖
縄
県
名
護
市
・

宮
古
島
市
で
「
第
６
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ

ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は

97
年
か
ら
三
年
に
一
度
、
日
本
と
大
洋
州

の
14
カ
国
・
地
域
の
首
脳
が
一
堂
に
会
し
、

太
平
洋
地
域
の
安
定
と
繁
栄
に
向
け
議

論
す
る
場
だ
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「W

e 
are Islanders 

〜
広
げ
よ
う
、
太
平
洋

の
キ
ズ
ナ
〜
」。防
災
や
環
境
・
気
候
変
動
、

人
間
の
安
全
保
障
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　
な
ぜ
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
、

こ
こ
に
島
の
特
性
が
関
係
し
て
い
る
。
一つ

は
、
国
土
が
狭
く
人
口
が
少
な
い
「
狭
小

性
」。
国
内
・
域
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小
さ

い
た
め
規
模
の
経
済
が
働
か
ず
、
人
材
育

成
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
ま
た
、
国
土
が
広

範
囲
に
散
在
す
る
「
隔
絶
性
」
を
抱
え
、

保
健
や
教
育
な
ど
基
本
的
な
社
会
サ
ー
ビ

ス
さ
え
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
難
し
い
。

さ
ら
に
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
遠
い
「
遠
隔

性
」
に
よ
り
輸
送
コ
ス
ト
が
高
く
、
生
活

物
資
の
大
半
を
輸
入
に
頼
る
島
の
生
活
は

国
際
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
ほ
か
、
海
に
囲

ま
れ
て
い
る
と
い
う
「
海
洋
性
」
か
ら
、

サ
イ
ク
ロ
ン
や
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
に

脆
弱
で
、
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と

小
さ
な
国
土
の
ほ
と
ん
ど
が
被
害
を
受
け

政
府
機
能
が
ま
ひ
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り

島
の
特
性
が
、
島
の
経
済
的
自
立
を
難
し

く
し
て
い
る
の
だ
。

　
筑
波
大
学
の
関
根
久
雄
教
授
は
、「
大

洋
州
は
開
発
の
概
念
が
ほ
か
と
違
う
。

東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
と
同
じ
感

覚
で
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
財
政

の
大
半
を
占
め
る
援
助
を
ど
う
効
果
的

に
使
っ
て
い
く
の
か
が
課
題
の
一
つ
だ
。
ま

た
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ポ
リ

ネ
シ
ア
と
、
地
域
に
よ
っ
て
近
代
化
や
開

発
を
め
ぐ
る
状
況
に
差
異
が
あ
る
た
め
、

支
援
を
す
る
際
に
は
３
つ
の
地
域
の
特
性

に
留
意
し
た
上
で
環
境
・
社
会
・
経
済

　
豊
か
な
自
然
と
多
様
な
伝
統
文
化
が

息
づ
く
太
平
洋
の
島
々
。
一
度
は
行
っ
て
み

た
い
。
多
く
の
人
を
そ
う
思
わ
せ
る
島
に

は
、
特
別
な
魅
力
が
あ
る
。

　
し
か
し
私
た
ち
が
思
い
描
く
よ
う
に
、

太
平
洋
の
島
国
は
本
当
に
〝
楽
園
〞
の
一

言
で
表
せ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
観
光

で
訪
れ
た
だ
け
で
は
気
が
付
か
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
島
に
は
島
の
特
別
な
問
題
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を―

。

　
大
洋
州
の
各
国
は
長
い
植
民
地
支
配

を
経
て
、
そ
の
多
く
が
１
９
７
０
年
代
に

独
立
し
た
。
だ
が
、
こ
の
独
立
は
政
治
的

背
景
が
強
く
、
経
済
的
に
は
旧
宗
主
国

に
依
存
し
た
ま
ま
の
船
出
だ
っ
た
。
そ
の

状
況
は
40
年
近
く
た
っ
た
今
も
変
わ
ら
な

い
国
が
多
い
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
や
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
で
は
国
家
財
政
の
半
分
以
上

を
援
助
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
そ
の
た
め
貧
困
層
の
割
合
は
小
さ
く
、

食
べ
る
の
に
困
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

労
働
者
も
そ
の
大
半
が
公
務
員
だ
。
そ

れ
が
地
縁
・
血
縁
関
係
の
強
さ
や
豊
か
な

自
然
と
相
ま
っ
て
、
楽
園
と
目
さ
れ
る
ゆ

え
ん
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
を
支
え
て
い

る
の
が
援
助
で
あ
り
、
外
国
漁
船
の
入
漁

料
で
あ
り
、
海
外
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
人

た
ち
か
ら
の
送
金
で
あ
る
こ
と
。
税
収
や

国
内
産
業
な
ど
、
本
来
国
家
財
政
の
柱

と
な
る
べ
き
収
入
で
は
な
く
、
そ
の
基
盤

は
脆
弱
だ
。

豊
か
な
自
然
と
多
様
な
伝
統

息
づ
く
太
平
洋
の
島
々
。
一
度
は

な
ぜ
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
、

こ
こ
に
島
の
特
性
が
関
係
し
て
い
る
。
一つ

化
が

っ
て
み

還
元
に
通
じ
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
計

だ
。今

年
５
月
25
・
26
日
、
沖
縄
県
名
護

宮
古
島
市
で
「
第
６
回
太
平
洋
・
島

島の未来を考える
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青い空、白い砂浜、温暖な気候―。
私たちが抱く島のイメージはおおむねこんなところだろう。
しかしよく見ると、島には島ならではの複雑な問題がある。

楽園という言葉では表しきれない島の現実を直視し、
島国の未来を豊かなものにしていくために、

日本は何をすべきなのだろうか…

楽
園
で
は
な
い

島
の
現
実

特
有
の
課
題
に

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

大
洋
州
を
め
ぐ
る

各
国
の
動
き
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出典：外務省ホームページ、太平洋諸島センター（PIC）ホームページ、世界銀行「World Development Indicators」など
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パプアニューギニア

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

サモア

トンガ

ニウエ

クック諸島

ツバル

ナウル
赤道

日付変更線

キリバス

ソロモン諸島

フィジー

パラオ

東ティモール

オーストラリア

ニュージーランド

バヌアツ

首都：マルキョク
面積：488km2  約200島
人口：20,472人（2010）
言語：パラオ語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：6,560米ドル（2010）

ポートビラ スバ

ポート
モレスビー

ホニアラ

マルキョク
パリキール

マジュロ

ヤレン タラワ

アピア

ヌクアロファ アバルア

アロフィ

フナフティ

パ ラ オ
首都：東京
面積：37万7,944km2  6,852島
人口：1億2,745万（2010）
言語：日本語
通貨：円
GNI／人：41,850米ドル（2010）

日 本
首都：パリキール
面積：700km2  607島
人口：11万1,064人（2010）
言語：英語、現地の8言語
通貨：米ドル
GNI／人：2,730米ドル（2010）

ミクロ ネシ ア 連 邦

首都：ヤレン
面積：21.1km2  1島
人口：約1万人（2010）
言語：英語、ナウル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：5,322米ドル（2009）

ナ ウル
首都：タラワ
面積：730km2  33島
人口：9万9,546人（2010）
言語：キリバス語、英語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：2,010米ドル（2010）

キリバ ス
首都：フナフティ
面積：25.9km2  9島
人口：9,827人（2010）
言語：英語、ツバル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：4,760米ドル（2010）

ツバ ル

首都：アピア
面積：2,840km2  約10島
人口：18万3,081人（2010）
言語：サモア語、英語
通貨：タラ
GNI／人：3,000米ドル（2010）

サ モア
首都：ヌクアロファ
面積：720km2  172島
人口：10万4,058人（2010）
言語：英語、トンガ語
通貨：パ・アンガ
GNI／人：3,280米ドル（2010）

トン ガ

首都：アロフィ
面積：259km2  1島
人口：1,591人（2006）
言語：ニウエ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：10,048NZドル（2003）

ニウエ
首都：アバルア
面積：237km2  15島
人口：2万2,600人（2009）
言語：クック諸島マオリ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：9,749米ドル（2009）

クック 諸 島

首都：スバ
面積：18,270km2  332島
人口：86万623人（2010）
言語：英語、フィジー語、ヒンディー語
通貨：フィジー・ドル
GNI／人：3,630米ドル（2010）

フィジ ー
首都：ポートビラ
面積：12,190km2  84島
人口：23万9,651人（2010）
言語：ビシュラマ語、英語、フランス語
通貨：バツ
GNI／人：2,640米ドル（2010）

バ ヌ ア ツ
首都：ホニアラ
面積：28,900km2  約1,000島
人口：53万8,148人（2010）
言語：英語、ピジン英語
通貨：ソロモン・ドル
GNI／人：1,030米ドル（2010）

ソロ モン 諸 島
首都：ポートモレスビー
面積：46万2,000km2  700島以上
人口：685万8,266人（2010）
言語：英語、ピジン英語、モツ語
通貨：キナ
GNI／人：1,300米ドル（2010）

パプアニューギニア

首都：マジュロ
面積：180km2  34島
人口：5万4,038人（2010）
言語：マーシャル語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：3,640米ドル（2010）

マー シャル 諸 島

首都：ディリ
面積：14,900km2
人口：112万4,355人（2010）
言語：テトゥン語、ポルトガル語、
      インドネシア語、英語ほか
通貨：米ドル
GNI／人：2,220米ドル（2010）

東ティモール

メラネシア

ポリネシア

ミクロネシア

ディリ

東京

ハワイ島

サイパン島

グアム島

処
で
き
る
基
盤
を
つ
く
る
、
こ
れ
が
島
し

ょ
諸
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
最
大
で
唯

一
の
目
的
だ
」
と
小
林
教
授
は
話
す
。

　
一
方
、
同
じ
島
国
で
も
東
南
ア
ジ
ア
で

最
も
新
し
い
国
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
状
況

は
大
洋
州
と
異
な
る
。
02
年
、
こ
の
国
は

21
世
紀
最
初
の
独
立
国
と
し
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
念
願
の
独
立
を
〝
回
復
〞
さ
せ

た
。
75
年
に
出
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら

の
独
立
宣
言
。
し
か
し
そ
の
後
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
軍
が
侵
攻―

。
独
立
を
再
び
勝
ち

取
る
ま
で
の
道
の
り
が
険
し
か
っ
た
だ
け

に
、
02
年
５
月
20
日
に
独
立
を
果
た
し
た

時
は
国
中
が
歓
喜
に
沸
い
た
。
そ
の
後
、

一
進
一
退
し
つ
つ
も
、
国
際
社
会
に
よ
る

支
援
を
受
け
な
が
ら
石
油
や
天
然
ガ
ス
な

ど
の
豊
富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
基
盤
に

経
済
成
長
を
続
け
、
国
内
総
生
産
も
５

倍
近
く
に
な
っ
た
。
ま
た
治
安
も
回
復
し
、

10
年
足
ら
ず
で
平
和
の
定
着
が
進
ん
だ
国

と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

　
建
国
10
周
年
を
前
に
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
「
格
差
の
な
い
社
会
づ
く
り
だ
」

と
法
政
大
学
の
長
谷
川
祐
弘
教
授
は
指

摘
す
る
。
原
油
の
高
騰
で
収
入
は
増
え
た

も
の
の
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
は

首
都
に
限
ら
れ
、
地
方
と
の
格
差
は
拡
大

す
る
一
方
だ
。
成
長
の
恩
恵
を
ど
の
よ
う

に
し
て
す
べ
て
の
国
民
に
行
き
渡
ら
せ
て
い

く
か―

。「
復
興
」
か
ら
「
開
発
」
へ
、

こ
れ
ま
で
平
和
構
築
や
基
礎
的
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
いっ
た
復
興
支
援
が
中
心
だ
っ
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

に
依
存
し
な
い
産
業
開
発
を
軸
と
し
た
も

の
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
こ
の
３
月
に
は
他

の
援
助
国
・
機
関
に
先
が
け
て
東
テ
ィ
モ

ー
ル
に
有
償
資
金
協
力
（
円
借
款
）
を

供
与
し
、
首
都
デ
ィ
リ
と
第
２
の
地
方
都

市
の
バ
ウ
カ
ウ
を
結
ぶ
約
１
２
０
キ
ロ
の
国

道
１
号
線
の
改
修
を
進
め
、
産
業
の
発
展

を
後
押
し
し
て
い
く
（
14
ペ
ー
ジ
に
関
連

記
事
）。

　
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
採
れ
る
天
然
ガ
ス
は

そ
の
ほ
ぼ
全
量
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い

る
。
資
源
に
乏
し
く
、
電
力
の
安
定
供

給
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
に

と
っ
て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
重
要
な
国
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル

復
興
か
ら
開
発
へ

特集 大洋州＆東ティモール

島の未来を考える

深刻なごみ問題
　機械製品や日用雑貨などの生活必需品のほとんどを輸入に頼
る大洋州の島国。さまざまなモノが大量にどんどん入ってくる。だ
が、出ていく場所がない。島内にたまった廃棄物は、衛生環境は
もちろん、観光資源である自然環境をもむしばむ。
　JICAは2000年来、大洋州の廃棄物対策を支援してきた。フ
ィジーではペットボトルや缶といった資源物のリサイクル活動や生
ごみのたい肥化などに取り組み、廃棄物の減量に成功。また、サ
モアやバヌアツの最終処分場では福岡方式※を採用し、メタンガ
ス発生の抑制や水質汚染の防止をしてきた。さらに2011年から
は、地域全体で廃棄物対策を推進すべく、JICAは「大洋州地域
廃棄物管理改善支援プロジェ
クト（J-PRISM)」を開始。大洋
州11カ国で人材育成を行い、
域内で自立的に廃棄物管理を
実施できるよう支援している。

※福岡市と福岡大学の協力により
開発された準好気性埋立構造。

家庭の生ごみを使って行われているた
い肥化

April 2012                         0607                         April 2012



スバ

ビチレブ島

バ

ナンディ

ナワンガルア村で、災害の発生時の避難手順を説明する
金谷JICA専門家。住民たちに防災に対する意識を高め
るためのワークショップを重ねている

バ地区事務所で災害緊急対策本部長を務めるアベ
ナシンガさんと青年海外協力隊の松岡さん。共に村を
回り、人々の防災意識の向上を目指している

　「
ブ
ラ
！
」

　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
こ
え
る
お
決
ま

り
の
あ
い
さ
つ
。
目
が
合
う
と
人
々
は

少
し
は
に
か
ん
だ
よ
う
な
、
で
も
と
び

き
り
の
笑
顔
を
向
け
て
く
れ
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
東
へ
約
３
０

０
０
キ
ロ
。
日
本
が
記
録
的
な
寒
波
に

襲
わ
れ
て
い
た
２
月
下
旬
、
空
港
に
降

り
立
つ
と
真
夏
の
よ
う
な
強
い
日
差
し

が
照
り
つ
け
る
。

　
こ
こ
は
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
３
３
０
以

上
の
島
か
ら
な
る
国
、
フ
ィ
ジ
ー
。
訪

れ
た
の
は
首
都
ス
バ
が
あ
る
最
大
の

島
、
ビ
チ
レ
ブ
島
だ
。
数
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
常
夏
の
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
そ
れ
は
フ
ィ
ジ

ー
が
持
つ
一
つ
の
顔
に
す
ぎ
な
い
。
照

り
つ
け
る
日
差
し
の
ま
ぶ
し
さ
と
は
裏

腹
に
、
そ
の
陰
に
は
島
特
有
の
問
題
が

あ
っ
た
。

　
そ
の
一
つ
が
自
然
災
害
に
対
す
る
脆

弱
さ
。
毎
年
の
よ
う
に
サ
イ
ク
ロ
ン
や

大
雨
に
よ
る
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
今
年

１
月
に
も
大
雨
で
増
水
し
た
川
が
町
を

水
浸
し
に
し
た
ば
か

り
。
こ
れ
に
対
し
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
緊
急
援
助

物
資
と
し
て
テ
ン
ト

な
ど
を
供
与
し
た

が
、
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
は
こ
う
し

た
応
急
処
置
だ
け
で

な
く
、
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
防
災

対
策
が
欠
か
せ
な
い
。

　
洪
水
か
ら
約
１
カ

月
が
た
っ
た
現
状
を

見
に
、
大
き
な
被
害

を
受
け
た
と
い
う
島

の
北
西
部
、
バ
地
区

に
向
か
っ
た
。
最
初

に
訪
れ
た
の
は
バ
地

区
事
務
所
。
日
本
で

い
う
県
庁
の
よ
う
な

地
方
行
政
機
関
だ
。

　
洪
水
発
生
後
、
こ

こ
に
災
害
対
策
本
部
が
置
か
れ
、
消
防

や
警
察
を
は
じ
め
、
教
育
部
門
・
保
健

部
門
と
い
っ
た
事
務
所
内
す
べ
て
の
部

署
、
さ
ら
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
際
機
関
の
関

係
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
被
害
状

況
の
把
握
に
奔
走
。
ど
こ
に
ど
ん
な
支

援
が
必
要
か
、
誰
が
ど
こ
に
い
つ
ど
ん

な
支
援
を
し
た
か
と
い
っ
た
情
報
を

日
々
共
有
し
た
。
バ
地
区
で
住
民
の
防

災
意
識
の
向
上
に
取
り
組
む
青
年
海
外

協
力
隊
の
松
岡
め
ぐ
み
さ
ん
は
、「
洪

水
で
断
水
や
停
電
に
な
り
、
対
策
本
部

は
食
料
の
配
給
な
ど
、
住
民
が
必
要
な

情
報
を
得
る
た
め
の
拠
点
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
薬
や
水
、
食
料
、
交
通
機
関
の
確
保

と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
き
た
対
策
本
部
の
本
部
長

を
務
め
た
ア
リ
フ
ェ
レ
テ
ィ
・
ア
ベ
ナ

シ
ン
ガ
さ
ん
は
、「
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
避

難
せ
ず
に
家
の
屋
根
に
取
り
残
さ
れ
、

ボ
ー
ト
で
助
け
ら
れ
た
住
民
も
い
ま
し

た
。
今
後
は
早
期
避
難
の
重
要
性
を
周

知
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、
次
の
災
害

に
備
え
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
フ
ィ
ジ
ー
を
は
じ
め
大
洋
州
の
島
し

ょ
国
に
は
、
災
害
情
報
を
伝
達
す
る
難

し
さ
が
あ
る
。
た
と
え
気
象
局
が
サ
イ

ク
ロ
ン
の
接
近
を
観
測
し
、
防
災
政
策

を
担
当
す
る
中
央
省
庁
の
国
家
災
害
管

理
局
（
Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
が
災
害
警
報
を
発

し
て
も
、
本
島
と
離
島
間
、
同
じ
島
で

も
中
央
か
ら
地
方
、
さ
ら
に
末
端
の

村
々
ま
で
災
害
情
報
を
迅
速
に
伝
え
る

シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
か

ら
だ
。
重
要
な
の
は
、
情
報
を
伝
達
す

る
仕
組
み
づ
く
り
と
、
防
災
に
対
す
る

意
識
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
で
高

め
る
こ
と
｜
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
住
民
が
自
分

で
自
分
の
身
を
守
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
フ
ィ
ジ
ー
と
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
を
対
象
に
「
大
洋
州
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
２
０
１
０
年
か
ら
開
始
し
た
。

　
フ
ィ
ジ
ー
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
村
に
選
ば

れ
た
の
が
、
バ
地
区
に
あ
る
二
つ
の
村
。

バ
川
沿
い
に
位
置
し
、
洪
水
の
被
害
を

受
け
や
す
い
た
め
、
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
亀
山
勉
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
八

千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社
）

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
能
力
強
化
を
担

当
す
る
金
谷
祐
昭
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
、

協
力
隊
の
松
岡
さ
ん
が
何
度
も
村
を
訪

れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
一
人

一
人
が
防
災
意
識
を
高
め
、
未
然
に
危

険
を
察
知
し
て
避
難
す
る
大
切
さ
を
、

避
難
訓
練
を
行
い
な
が
ら
住
民
た
ち
に

伝
え
て
き
た
。

　
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ビ
チ
レ

ブ
島
全
域
の
河
川
の
状
況
や
変
化
を
観

測
し
洪
水
警
報
を
発
令
す
る
フ
ィ
ジ
ー

水
公
社
に
簡
易
型
の
計
測
機
器
の
作
り

方
を
、
さ
ら
に
住
民
に
は
使
い
方
を
指

導
。「
川
の
近
く
に
あ
る
水
位
計
や
村

の
一
角
に
あ
る
雨
量
計
が
一
定
の
レ
ベ

ル
に
達
す
る
と
、
危
険
を
知
ら
せ
る
サ

特集 大洋州＆東ティモール

島の未来を考える

大洋州地域が一丸となって
災害に立ち向う

フィジー

from FIJI

サイクロン、洪水、地震、津波…。
地理的・気候的な要因から、
さまざまな災害に見舞われやすい大洋州地域。
今年1月下旬にも大雨による洪水が発生したフィジーは、
JICAが近年、防災分野の支援に力を入れてきた国。
その協力がどのように生かされたのか―。
2月下旬、成果を確かめるために現地を訪れた。

洪水の1カ月後、JICAにより水位計などが設置されて
いるボツア村を訪れると、地面がぬかるみ、建物や畑な
どにダメージはあったが、人的被害はなかった

毎
年
の
よ
う
に
被
災
す
る
国

政
府
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

両
方
の
能
力
を
強
化         
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フィジー気象局では、衛星からの雨雲の動きや気圧配置などの情報、各地の観測所や周辺諸国から寄せられる気温や湿度などのデータを基に気象を予測。周辺国にもその
結果をフィードバックしている

ナワンガルア村近くの川に設置された水位計を指差すブニシナ村長。川に
一番近い家までケーブルがつながり、危険水位になるとサイレンが鳴る

［右］NDMOのコロンドラウ局長代理は、「コミュニティー
に対するJICAの協力は避難訓練を行うなど実践的なた
め、人々の防災意識を高めるのに役立っている」と評価
する
［左］水文観測を担当する水公社は、水位計（奥）と雨量
計の設置・普及を目指している。塚田和美JICA専門家
は（左端）は、彼らと共に水位の自動観測システムの開
発・改良に取り組む

「大洋州地域で発生
するサイクロンの予知
はフィジー気象局が
責任を持つので、地
域全体の防災に大き
な役割を果たしていま
す」と話すワンガイデ
ルア気象局長

特集 大洋州＆東ティモール

島の未来を考える

イ
レ
ン
が
鳴
る
仕
組
み
で
す
」
と
説
明

す
る
フ
ィ
ジ
ー
水
公
社
ラ
ウ
ト
カ
西
部

事
務
所
の
セ
レ
マ
イ
ア
・
コ
ロ
イ
さ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
今
回
の
洪
水

時
に
生
か
さ
れ
た
の
か
―
。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
村
の
一
つ
、
ナ
ワ
ン
ガ

ル
ア
村
を
訪
れ
る
と
、
川
と
村
は
数
メ

ー
ト
ル
も
離
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
堤

防
も
な
い
。
洪
水
発
生
か
ら
１
カ
月
が

経
過
し
、
村
か
ら
水
は
ほ
ぼ
引
い
て
い

た
も
の
の
、
い
ま
だ
に
地
面
は
ぬ
か
る

ん
だ
状
態
。
断
水
し
た
り
畑
が
使
え
な

く
な
っ
た
り
と
、
人
々
の
生
活
に
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
村
長
の
ナ
ダ
ニ
エ
リ
・
ブ

ニ
シ
ナ
さ
ん
に
聞
く
と
、
無
事
に
全
員

が
避
難
し
、
人
命
に
被
害
は
な
か
っ
た

と
い
う
。「
水
位
計
の
監
視
を
行
っ
て

い
る
川
の
一
番
近
く
に
住
む
住
民
が
、

水
位
が
危
険
な
と
こ
ろ
ま
で
上
が
っ
て

い
る
と
知
ら
せ
に
き
た
の
で
、
私
が
ハ

ン
ド
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
、
村
人
全

員
を
避
難
さ
せ
ま
し
た
」
と
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
に
胸
を
張
る
。

　
当
初
は
避
難
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

説
明
し
て
も
〝
家
財
が
大
事
〞
と
い
う

考
え
方
が
強
か
っ
た
村
の
人
々
。
し
か

し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
続
け
る
う
ち
、

次
第
に
〝
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
自
分

の
命
〞
と
意
識
に
変
化
が
生
ま
れ
て
き

た
。「
今
後
も
村
ぐ
る
み
で
災
害
対
策

を
続
け
て
い
く
」。
そ
う
話
す
村
長
の

言
葉
に
は
、
一
人
た
り
と
も
犠
牲
者
を

出
さ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
が
込
め
ら

れ
て
い
た
。

　
こ
の
洪
水
と
同
時
期
、
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
も
大
雨
に
襲
わ
れ
た
が
、
フ
ィ
ジ
ー

の
ナ
ワ
ン
ガ
ル
ア
村
同
様
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
た
村
で
は
、
住
民
た
ち
が

水
位
計
と
雨
量
計
を
観
測
。
危
険
水
位

ま
で
は
上
昇
せ
ず
、
避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
住
民
た
ち
が
避
難
の
手
順
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
、
豪
雨
に
落
ち
着
い
て
対
応

で
き
た
こ
と
が
収
穫
だ
っ
た
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
２
カ
国
一
緒
に

実
施
す
る
こ
と
で
、
フ
ィ
ジ
ー
と
ソ
ロ

モ
ン
の
担
当
者
が
交
流
し
、
経
験
を
共

有
す
る
機
会
も
生
ま
れ
ま
す
。
水
文
観

測
※
1
に
つ
い
て
ソ
ロ
モ
ン
の
担
当
者

が
フ
ィ
ジ
ー
の
担
当
者
に
質
問
し
、
自

国
の
対
策
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
金
谷
専
門
家
は
話
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、

国
全
体
と
し
て
の
情
報
伝
達
を
円
滑
に

し
て
い
く
た
め
に
、Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
能
力
強

化
も
行
っ
て
い
る
。
気
象
局
や
水
公
社

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
避
難
警
報
を
発
令

し
、
災
害
時
は
24
時
間
体
制
で
対
応
す

る
の
が
本
来
の
役
割
だ
が
、
両
機
関
と

の
連
携
が
十
分
で
は
な
い
た
め
災
害
予

測
が
で
き
ず
、
結
果
、
事
前
に
警
報
を

発
令
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
両
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
災
害
時
の
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ア
キ
シ
・
コ
ロ
ン
ド
ラ
ウ
局
長
代
理
も
、

「
正
確
な
情
報
を
把
握
で
き
る
体
制
が

で
き
れ
ば
、
よ
り
的
確
な
対
策
を
打
ち

出
せ
る
よ
う
に
な
る
」
と
期
待
す
る
。

　
他
方
、
防
災
能
力
の
向
上
の
た
め
に

は
、
国
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
で

の
情
報
伝
達
の
円
滑
化
に
加
え
、
気
象

観
測
や
サ
イ
ク
ロ
ン
な
ど
の
災
害
予
測

技
術
の
向
上
も
欠
か
せ
な
い
。

　
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の

が
、
ビ
チ
レ
ブ
島
西
部
の
町
ナ
ン
デ
ィ

に
あ
る
フ
ィ
ジ
ー
気
象
局
。
95
年
か
ら

日
本
の
無
償
資
金
協
力
「
気
象
観
測
・

予
報
設
備
整
備
計
画
」
で
、
建
物
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
設
備
、
観
測
機
器
な
ど

が
整
備
さ
れ
、
気
象
情
報
・
予
報
と
サ

イ
ク
ロ
ン
情
報
を
24
時
間
体
制
で
提
供

し
て
い
る
。

　「
日
本
は
津
波
や
洪
水
、
台
風
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
経
験
・
教
訓
を
防

災
に
生
か
し
て
き
た
。
そ
の
最
先
端
の

技
術
の
お
か
げ
で
、
フ
ィ
ジ
ー
気
象
局

は
大
洋
州
地
域
の
〝
防
災
の
中
心
地
〞

と
し
て
機
能
で
き
て
い
る
」
と
話
す
の

は
ア
リ
パ
テ
・
ワ
ン
ガ
イ
デ
ル
ア
気
象

局
長
。
そ
の
言
葉
通
り
、
こ
の
気
象
局

の
観
測
範
囲
は
フ
ィ
ジ
ー
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
大
洋
州
島
し
ょ
国
も
含
ま
れ

る
。
技
術
や
人
材
の
面
か
ら
、
こ
の
地

域
で
正
確
な
気
象
観
測
を
で
き
る
の
は

フ
ィ
ジ
ー
だ
け
。
ト
ン
ガ
や
キ
リ
バ
ス

の
気
象
局
は
気
温
や
湿
度
な
ど
基
本
的

な
気
象
デ
ー
タ
は
観
測
で
き
る
が
、
気

象
予
測
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
各

国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
基
本
情
報
を
も

と
に
フ
ィ
ジ
ー
が
気
象
を
予
測
し
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。

　
将
来
的
に
は
自
国
で
気
象
予
測
を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
―
。

　
そ
こ
で
フ
ィ
ジ
ー
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

と
も
に
01
年
か
ら
第
三
国
研
修
※
2
を

実
施
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
通
じ
て
学

ん
だ
気
象
予
測
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
他
の

大
洋
州
11
カ
国
・
地
域
に
伝
え
て
い
る
。

「
大
洋
州
の
国
・
地
域
の
中
に
は
、
気

象
予
報
や
観
測
機
器
を
扱
え
る
気
象
局

職
員
が
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

研
修
で
は
毎
年
、
各
国
・
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

え
て
い
ま
す
」
と
研
修
を
担
当
す
る
タ

ン
・
シ
ン
さ
ん
は
話
す
。

　
こ
れ
ま
で
フ
ィ
ジ
ー
で
開
催
さ
れ
た

研
修
に
は
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
サ
モ
ア
、

ト
ン
ガ
、
ツ
バ
ル
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
ニ

ウ
エ
、
キ
リ
バ
ス
、
ナ
ウ
ル
か
ら
１
０

０
人
以
上
が
参
加
し
た
。
ク
ッ
ク
諸
島

や
バ
ヌ
ア
ツ
の
研
修
員
か
ら
は
、「
災

害
で
人
命
を
守
る
に
は
、
い
か
に
気
象

局
に
よ
る
迅
速
な
情
報
提
供
が
大
事
か

を
学
ん
だ
」「
新
し
い
機
器
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
自
国
で
役
立
て
た
い
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
防
災
対
策
の

一
環
と
し
て
地
震
予
測
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。04
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・

イ
ン
ド
洋
津
波
で
は
、
約
22
万
人
が
犠

牲
に
な
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
。
こ
れ
が
同
じ
く
地
震
活
動
が
活
発

な
大
洋
州
地
域
の
人
々
の
認
識
を
大
き

く
変
え
た
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
07
〜
２
０
１

１
年
ま
で
フ
ィ
ジ
ー
鉱
物
資
源
省
と
ト

ン
ガ
天
然
資
源
省
を
対
象
に
「
地
震
観

測
網
の
運
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。

主
要
な
島
に
震
源
地
や
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
を
観
測
す
る
機
器
と
ア
ン
テ
ナ
を
配

置
し
、
衛
星
を
利
用
し
て
互
い
に
地
震

情
報
を
共
有
・
分
析
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
た
。
今
後
は
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
地
震
に
よ
る
津
波

到
達
予
想
時
刻
な
ど
を
周
辺
諸
国
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
被
害
の
軽

減
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
一
つ
一
つ
の
国
の
規
模
が
小
さ
い
大

洋
州
の
島
国
で
は
、
各
国
が
協
働
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
災
害
に
立
ち
向
か
う
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
が
持
つ
防
災
分
野

の
技
術
や
経
験
を
生
か
し
た
協
力
を
続

け
て
い
く
。
災
害
に
よ
っ
て
人
々
の
顔

が
曇
る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
笑
顔
が
輝

く
こ
と
を
目
指
し
て
。

三重県の松坂消防も災害対策の向上に貢献！
　災害時、一人でも多くの人を助けたい―。このフィジー国家消防庁の要望に
応えるため、消防官の救助能力の向上に協力しているのが、三重県の松坂地
区広域消防組合。JICAの草の根技術協力事業を通じて03年からフィジーの
消防官を日本に受け入れ、火災の原因調査や応急手当の訓練、消防機械の
取り扱いなど、基本的な消防・消火技術と救助技術を伝えてきた。
　また、07年からは水難救助にフォーカスし、ロープを川の上に張って遭難者を
助ける方法などを紹介。この技術は、今年1月にフィジーで発生した洪水時に、
川の中州に取り残され
た住民を救助する際に
生かされた。
　さらに、2010年から
は救急救助技術も指
導。出動から現場での
けが人の手当て、救急
車への収容、病院への
搬送まで、一連の緊急
救助に関する基礎を伝
えている。

※
1
降
水
量
や
河
川
水
位
、河
川
流
量
な
ど
水
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
定
期
的
、ま
た
長
期
的
に
観
測
す

る
こ
と
。

※
2
途
上
国
が
J
I
C
A
の
支
援
の
も
と
、他
の

途
上
国
か
ら
人
材
を
受
け
入
れ
、優
れ
た
開
発
経

験
や
知
識
・
技
術
の
移
転
や
普
及
を
行
う
研
修
。

災
害
予
測
の
能
力
向
上
が

地
域
全
体
の
防
災
に
生
き
る
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島の未来を考える

　
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は〝
多
様
性
〞

に
富
ん
で
い
る
。
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル

級
の
高
山
に
世
界
有
数
の
熱
帯
原
生

林
、
そ
し
て
手
つ
か
ず
の
サ
ン
ゴ
礁
。

ま
さ
に
自
然
の
宝
庫
だ
。
ま
た
金
や
銅

に
加
え
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
特
徴
的
な
の
が
８
０
０
以
上
と

い
わ
れ
る
民
俗
文
化
。
西
洋
文
化
が
入

っ
て
来
た
の
が
20
世
紀
以
降
で
あ
り
、

今
も
土
着
の
生
活
を
送
る
人
々
が
数
多

く
存
在
す
る
。

　
一
方
、
多
様
で
あ
る
が
故
の
課
題
も

抱
え
て
い
る
。
一
つ
が
教
育
だ
。
山
岳

地
域
や
離
島
地
域
が
国
土
の
大
部
分
を

占
め
、
人
口
約
6
8
5
万
人
の
８
割
以

上
が
こ
う
し
た
地
域
に
暮
ら
す
。
し
か

し
地
方
の
ほ
と
ん
ど
は
道
路
す
ら
十
分

に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
上
に
、
部
族
意

識
が
非
常
に
強
く
、
中
央
政
府
の
政
策

が
浸
透
し
づ
ら
い
側
面
も
あ
る
。
そ
の

た
め
に
学
校
自
体
の
数
に
加
え
、
教
員

の
質
や
量
が
大
き
く
不
足
し
、
基
礎
教

育
の
就
学
率
は
52
・
９
％
。
学
力
を
見

て
も
、
卒
業
前
の
試
験
で
は
、
ほ
ぼ
す

べ
て
の
教
科
で
全
国
平
均
点
が
４
割
を

下
回
っ
て
い
る
。

　
こ
の
国
特
有
の
〝
壁
〞
を
打
ち
破
る

た
め
、
同
国
政
府
は
１
９
６
０
年
代
か

ら
「
遠
隔
教
育
」
の
普
及
を
開
始
。
首

都
で
制
作
し
た
教
育
番
組
を
ラ
ジ
オ
を

通
じ
て
全
国
に
放
送
し
、
学
校
や
教
員

が
足
り
な
く
て
も
児
童
が
一
定
の
質
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
環
境
を
整

備
し
て
き
た
。
90
年
代
に
は
テ
レ
ビ
を

活
用
し
て
遠
隔
教
育
を
推
進
。
だ
が
、

人
材
・
資
金
不
足
か
ら
番
組
制
作
数
や

対
象
校
が
限
定
的
で
、
な
か
な
か
目
に

見
え
る
成
果
が
出
な
か
っ
た
。

　
99
年
、
日
本
は
同
国
政
府
の
支
援
要

請
を
受
け
て
、
教
材
開
発
の
拠
点
と
な

る
国
立
教
育
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開

設
を
支
援
。
２
０
０
１
年
か
ら
は
伊
藤

明
徳
さ
ん
（
ア
イ
・
シ
ー
・
ネ
ッ
ト
株

式
会
社
）
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て

派
遣
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
や
番
組
制
作
な
ど
に
関
す
る
指
導
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
02
〜
04
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
地
方
の
約
30
校
で
試
験
放
送
を
実

施
。
山
間
部
の
小
学
校
に
は
、
海
を
知

ら
な
い
、
見
た
こ
と
が
な
い
教
員
や
児

童
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
ほ
ど
外
の

情
報
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
中
で
、

子
ど
も
た
ち
が
目
に
見

え
る
画
像
と
音
で
教

材
に
ア
ク
セ
ス
で

き
、
教
員
も
学
校

多
様
な
自
然
と
民
俗
文
化
が

教
育
の
壁
に

で
授
業
を
し
な
が
ら
研
修
を
受
け
ら
れ

る
〝
テ
レ
ビ
授
業
〞
の
有
効
性
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
伊
藤
さ

ん
は
「
各
校
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
評
価

の
声
が
彼
ら
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な

り
、
そ
れ
が
私
の
原
動
力
に
も
な
り
ま

し
た
」
と
話
す
。
そ
し
て
05
〜
08
年
に

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
受
け
、「
テ
レ

ビ
番
組
を
活
用
し
た
授
業
改
善
（
Ｅ
Ｑ

Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｖ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
授
業
の
質
の
さ

ら
な
る
向
上
を
目
標
に
、
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
の
番
組
制
作
支
援
や
各
校
の

先
生
た
ち
に
と
っ
て
〝
手
本
〞
と
な
る

教
員
の
養
成
に
加
え
、
対
象
２
州
（
東

セ
ピ
ッ
ク
州
と
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
自
治

州
）
の
小
学
校
に
対
す
る
テ
レ
ビ
授
業

の
普
及
、
さ
ら
に
児
童
へ
の
補
助
教
材

や
担
当
教
員
向
け
の
指
導
書
の
作
成
・

配
布
な
ど
を
行
っ
た
。

　
朝
９
時
半
。ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
北
部
、

東
セ
ピ
ッ
ク
州
の
小
学
校
で
は
子
ど
も

た
ち
と
教
員
が
テ
レ
ビ
画
面
を
じ
っ
と

見
つ
め
て
い
た
。
毎
日
、
午
前
中
は
テ

レ
ビ
の
時
間
。
も
ち
ろ
ん
遊
ん
で
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
日
は
理
科
の
授

業
。
テ
レ
ビ
の
中
の
先
生
の
合
図
で
、

同
校
の
児
童
も
テ
レ
ビ
の
中
の
子
ど
も

た
ち
の
よ
う
に
植
物
観
察
を
始
め
た
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
制
作
さ
れ
た
モ

デ
ル
授
業
が
流
れ
て
い
る
の
だ
。

　
現
在
、
こ
う
し
た
テ
レ
ビ
授
業
が
行

わ
れ
て
い
る
小
学
校
は
４
０
０
校
以

上
。
そ
の
数
は
こ
こ
数
年
伸
び
続
け
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
質
の

高
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
場
、
教
員
に

と
っ
て
は
画
面
の
中
の
教
員
か
ら
教
科

内
容
や
教
授
方
法
を
学
べ
る
場
―
。
児

童
と
教
員
の
双
方
に
と
っ
て
効
果
的
な

Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
判

は
見
る
見
る
う
ち
に
広
が
り
、
周
辺
地

域
を
中
心
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
地

方
政
府
独
自
の
予
算
で
機
材
を
購
入
し

て
テ
レ
ビ
授
業
を
取
り
入
れ
る
学
校
が

増
え
て
き
て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
２
０
１
０
年
、Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｔ

Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し
て
き
た
一

連
の
活
動
が
「
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
し
て
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
国
家
教
育
メ
デ
ィ
ア
政
策
の
柱
に
位

置
付
け
ら
れ
、関
連
法
も
整
備
さ
れ
た
。

さ
ら
に
基
礎
教
育
の
無
償
化
な
ど
、
国

家
予
算
が
教
育
に
重
点
的
に
配
分
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
「
テ
レ

ビ
授
業
全
国
展
開
」
の
始
ま
り
だ
。

　
政
策
策
定
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

携
わ
っ
た
伊
藤
さ
ん
は
、「
関
連
文
献

を
調
べ
上
げ
、
教
育
省
の
担
当
者
た
ち

と
読
み
込
み
、
分
析
す
る
。
一
国
の
政

策
づ
く
り
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
大
変
な

作
業
で
し
た
。
英
単
語
は
広
い
意
味
を

持
つ
こ
と
が
多
い
の
で
一
文
を
決
定
す

る
だ
け
で
一
晩
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
ね
」
と
振
り
返
る
。
だ
が
、
そ

ん
な
苦
労
も
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、

夜
間
の
作
業
に
も
〝
皆
勤
賞
〞
だ
っ
た

教
育
省
幹
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ

テレビの中の先生の進行に沿って進められる授業。JICAは番組制作も支援

［右］日本の無償資金協力で建設された国立教育メディアセンターの収録スタジオ（撮影：今村健志朗）
［左］教育省の職員に放送機材のメンテナンス方法を指導するソニー株式会社の技術者。02～04年
の支援ではテレビなどの必要機材や番組編集にソニーが協力

パプアニューギニア

from PAPUA 
     NEW GUINEA

テ
レ
ビ
授
業
で

基
礎
教
育
に
新
た
な
息
吹
を

児
童
の
学
び
と

教
員
養
成
の
場

っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
現
地
の
人
た
ち
の
熱
意
が

日
本
の
関
係
者
を
動
か
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
４
月
、
こ
の
全
国
展
開
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
協
力
を
新
た
に
開
始
す
る
。「
授

業
の
改
善
に
必
要
な
の
は
、
と
に
か
く

良
い
授
業
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
」
と

伊
藤
さ
ん
。
そ
れ
は
「
他
人
の
授
業
か

ら
自
分
と
の
違
い
を
発
見
す
る
こ
と
が

改
善
に
つ
な
が
る
」
と
考
え
て
い
る
か

ら
だ
。

　
こ
の
国
な
ら
で
は
の
〝
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
た
授
業
〞
が
、
基
礎
教
育
の
新

た
な
息
吹
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。

世
界
で
二
番
目
に
大
き
い
島
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
東
半
分
を
中
心
に

大
小
７
０
０
を
超
え
る
島
々
で
構
成
さ
れ
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
。

そ
の
特
異
な
地
理
的
条
件
な
ど
か
ら
教
育
環
境
が
十
分
で
は
な
く
、

就
学
率
や
学
力
の
向
上
が
大
き
な
課
題
だ
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
教
育
。

J
I
C
A
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

全
国
展
開
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

山、森、海と多様な自然環境を有するパ
プアニューギニア。長い歴史の中で受
け継がれた伝統の文化が息づいている
（撮影：宮原光）

太平洋戦争の激戦地だったにもかか
わらず、国民は親日的であり、東日本
大震災後には寄付金を贈ってくれた
パプアニューギニア。背景には、長年
現地の人々とともに歩んできた日本人
の姿があった。本書は伊藤さんなど
同国で活躍した日本人を紹介。水木
しげる氏推薦の一冊。

『パプアニューギニア 日本人が見た南太平洋の宝島』
田中辰夫編（花伝社）

さらに詳しく知りたい方は…

20年近くパプアニューギニアの教育に携わってきた伊藤さん（右）。1990年に青年海外協力隊
として観光促進のためのビデオ番組制作を指導したことが始まりだった（撮影：今村健志朗）

ポートモレスビー

ブーゲンビル自治州

東セピック州
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21
世
紀
最
初
の
独
立
国
と
し
て
知

ら
れ
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
。日
本
人
に
と

っ
て
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
国
か

も
し
れ
な
い
。し
か
し
実
は
、
こ
の
国

の
天
然
ガ
ス
の
ほ
ぼ
全
量
が
日
本
に

輸
入
さ
れ
て
い
る
。私
た
ち
の
暮
ら
し

に〝
欠
か
せ
な
い
〞国
の
一
つ
な
の
だ
。

　
日
本
人
観
光
客
に
も
人
気
の
リ
ゾ

ー
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
か
ら

飛
行
機
で
２
時
間
弱
。国
土
は
わ
ず
か

１
万
４
９
０
０
平
方
キ
ロ
。長
野
県
と

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
国
土
に
、
約
１
１

０
万
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。全
人
口
の

２
割
を
占
め
る
首
都
デ
ィ
リ
は
お
だ

や
か
な
海
を
臨
む
港
町
。食
材
や
生
活

待
ち
望
ん
だ
独
立

平
和
の
光
が
見
え
た
時

雑
貨
を
扱
う
商
店
が
立
ち
並
び
、
毎
日

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。今
と
な
っ
て
は

〝
平
和
〞
な
日
常
が
垣
間
見
え
る
東
テ

ィ
モ
ー
ル
だ
が
、
４
０
０
年
以
上
に
も

わ
た
る
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

　
16
世
紀
か
ら
続
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
支
配
を
経
て
独
立
を
宣
言
し
た
の

は
１
９
７
５
年
。し
か
し
そ
の
後
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
軍
の
侵
攻
を
受
け
、
一
瞬

見
え
た
平
和
へ
の
光
も
そ
の
影
を
潜

め
て
し
ま
う
。そ
の
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
に
よ
る
弾
圧
や
貧
困
な
ど
に

よ
り
、多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
た
。

　
し
か
し
98
年
、
再
び
明
る
い
光
が
差

す
。経
済
危
機
に
陥
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
は
、
国
際
社
会
と
の
協
調
を
図

る
必
要
性
か
ら
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
独

立
を
容
認
す
る
方
針
に
転
じ
た
の
だ
。

こ
の
動
き
を
受
け
て
国
連
は
東
テ
ィ

モ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
結
成
し
、
99

年
８
月
、
事
実
上
の
独
立
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。だ
が
そ

の
後
再
び
、
独
立
反
対
派
の
破
壊
・
暴

力
行
為
が
激
化
し
、
現
地
の
情
勢
は
悪

化
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
。ま
た
暴

力
に
支
配
さ
れ
る
時
代
に
戻
る
の
か

―
。人
々
の
頭
に
不
安
が
よ
ぎ
っ
た

が
、
多
国
籍
軍
の
仲
裁
に
よ
り
事
態
は

終
息
へ
と
向
か
っ
た
。

　
独
立
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
る
中
、

99
年
12
月
、
日
本
が
ホ
ス
ト
国
と
な

り
、
第
１
回
東
テ
ィ
モ
ー
ル
支
援
国
会

合
が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。こ
の
場
で

日
本
は
、
３
年
間
で
１
億
２
０
０
０
万

ド
ル
の
支
援
を
表
明
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
両
事
務

所
が
か
じ
を
取
り
、
首
都
デ
ィ
リ
に
事

務
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。し

か
し
、
首
都
で
は
住
民
投
票
後
の
混
乱

で
７
割
の
建
物
が
壊
滅
さ
れ
た
状
態

だ
っ
た
。「
焼
け
残
っ
た
建
物
の
中
か

ら
、
物
件
を
探
す
こ
と
す
ら
困
難
な
状

態
。銀
行
も
営
業
し
て
お
ら
ず
、
開
店

し
て
い
る
商
店
も
数
え
る
程
度
で
し

た
」
と
、
事
務
所
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ

た
J
I
C
A
の
渡
邉
健
職
員
は
話
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ダ

ー
ウ
ィ
ン
に
連
絡
事
務
所
を
設
置
し
、

事
務
所
設
立
に
必
要
な
資
金
や
資
機

材
を
調
達
し
た
。

　
し
か
し
そ
ん
な
時
で
も
、
現
地
の

人
々
は
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

街
中
は
何
も
な
い
、
ま
さ
に
焼
け
野
原

特集 大洋州＆東ティモール

島の未来を考える

の
よ
う
な
状
態
。戦
後
間
も
な
い
日
本

を
彷
彿
さ
せ
る
光
景
だ
っ
た
が
、「〝
将

来
の
独
立
、
平
和
と
繁
栄
〞
へ
の
期
待

を
感
じ
ま
し
た
」
と
渡
邉
職
員
。そ
し

て
２
０
０
０
年
４
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
東

テ
ィ
モ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
を
開
設

し
た
。

　
江
尻
幸
彦
・
初
代
事
務
所
長
は
「
開

設
当
初
は
正
式
に
国
家
が
樹
立
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
二
国
間
協
力
を
ベ

ー
ス
と
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
に
は

制
限
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、
現
地

の
ニ
ー
ズ
に
最
大
限
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
イ
ン
フ
ラ
、
農
業
、
人
材
育
成
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
を
柱
に
、
開
発
調

査
や
草
の
根
技
術
協
力
事
業
、
第
三
国

研
修
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
相
乗
効

果
を
図
り
ま
し
た
」
と
話
す
。そ
し
て

02
年
５
月
、
正
式
に
念
願
の
独
立
を
果

た
し
た
後
は
平
和
の
定
着
を
支
援
の

柱
に
加
え
、
国
家
基
盤
の
整
備
に
向
け

て
本
格
的
な
支
援
に
乗
り
出
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ま
ず
優
先
し
た
の
は
、

道
路
、港
湾
、電
力
、灌
漑
、水
供
給
の

日本は紛争により荒廃が進んだイ
ンフラの整備に着手。首都の水
道施設を整備し、人々に“命の水”
を提供した （撮影：今村健志朗）

日本のNGOと協働でコーヒーの栽培を支援。東ティモールにとって、コーヒー
は唯一の輸出品目だ （撮影：今村健志朗）

い
ち
早
く
現
場
へ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
設
立

紛争を乗り越え
新たな国づくりへ

独立をめぐる暴動により、首都ディリでは廃墟となった建
物があちこちに見られた （撮影：今村健志朗）

長年の支配の歴史を経て、2002年に独立を果たした東ティモール。
あれから10年―。

国際社会の支援を受けながら復興を進めてきた同国は、
どのような変化を遂げ、今後どのような道を歩もうとしているのか。

独立前から東ティモールに寄り添い支援を続けてきた
JICAの取り組みとともに、その軌跡を追った。

東 テ ィモ ー ル

from TIMOR-LESTE

　ディリ　

日本の協力で整備された
水道で水を飲む子どもた
ち。独立から10年、人々に
は笑顔が戻りつつある
（撮影：久野真一）

インフラ、農村開発、
人材育成、平和の定
着を柱に、東ティモー
ルの支援を続けてき
たJICA。その成果は
人々の生活向上、国
の成長の証しとして
表れている
（撮影：久野真一）

バウカウ

マナツト
カーサ
ティモール海
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日本の緊急無償資金協力で修復されたマナツト県の灌漑施設を活用
し、JICA専門家の指導によりコメの生産性向上に向けた取り組みが進
められている （撮影：久野真一）

東ティモール大学工
学部では、JICAの支
援により、新たな産業
の創出に貢献する工
科系人材の育成を行
っている

特集 大洋州＆東ティモール

島の未来を考える

開
発
調
査
だ
。で
き
る
だ
け
早
く
、
目

に
見
え
る
形
で
の
成
果
が
求
め
ら
れ

て
い
た
た
め
、
緊
急
性
の
高
い
道
路
な

ど
の
整
備
も
同
時
に
行
っ
た
。ま
た
、

開
発
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
首
都
と

南
部
の
カ
ー
サ
を
結
ぶ
道
路
の
補
修
、

首
都
の
水
道
施
設
・
港
の
整
備
、
発
電

所
の
施
設
改
修
な
ど
を
進
め
た
ほ
か
、

住
民
が
よ
り
直
接
的
に
平
和
の
恩
恵

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
協
働
で
国
内
随
一
の
産
業
で
あ
る

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
加
工
技
術
の
向
上
、
生

産
者
協
働
組
合
の
組
織
化
な
ど
に
も

取
り
組
ん
だ
。

　
独
立
後
、
国
際
社
会
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
、
順
調
に
復
興
へ
の
道
の
り
を

歩
ん
で
い
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
。05
年
に

は
テ
ィ
モ
ー
ル
海
に
眠
る
豊
富
な
石

油
・
ガ
ス
資
源
を
効
果
的
に
運
用
す

べ
く
石
油
基
金
を
設
立
。こ
れ
を
受
け

て
政
府
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
復
興
か
ら

開
発
の
段
階
に
達
し
た
」
と
宣
言
。紛

争
経
験
国
の
多
く
が
５
年
以
内
に
紛

争
状
態
に
後
戻
り
し
て
い
る
中
、
東
テ

ィ
モ
ー
ル
は
「
ポ
ス
ト
コ
ン
フ
リ
ク
ト

国
の
モ
デ
ル
」と
も
い
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
矢
先
の
こ
と
―
。

06
年
４
月
に
状
況
が
一
変
し
た
。西
部

出
身
の
国
軍
兵
士
の
解
雇
を
き
っ
か

け
に
暴
動
が
発
生
し
、
首
都
を
中
心
に

治
安
が
急
速
に
悪
化
し
た
の
だ
。当

時
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
テ
ィ
モ
ー
ル
事
務
所

長
を
務
め
て
い
た
上
條
哲
也
さ
ん
は

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
も
一
時
退
避
を
余

議
な
く
さ
れ
た
。半
年
後
に
事
務
所
の

業
務
は
再
開
で
き
ま
し
た
が
、
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
再
開
す
る
ま
で
約
１
年

か
か
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。多
く

の
国
内
避
難
民
も
発
生
し
た
が
、
国
際

社
会
の
仲
裁
に
よ
り
、
次
第
に
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。

　
こ
の
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
現
地
に
専
門

家
を
派
遣
す
る
技
術
協
力
を
新
た
な

支
援
ス
キ
ー
ム
に
加
え
、
よ
り
多
角
的

な
支
援
を
展
開
。就
業
人
口
の
約
８
割

が
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
農
業
イ
ン
フ
ラ
が
未
整

備
で
生
産
性
が
低
く
食
料
の
大
半
を

海
外
に
依
存
し
て
い
る
状
況
を
改
善

す
べ
く
、
05
年
か
ら
農
業
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
高
い
北
部
の
マ
ナ
ツ
ト
県
で
、

水
稲
灌
漑
施
設
の
修
復
の
ほ
か
、
適
正

品
種
の
選
定
や
農
業
機
械
の
活
用
方

法
な
ど
の
指
導
を
通
じ
て
コ
メ
の
生

産
性
向
上
を
図
っ
た
。さ
ら
に
、
国
内

唯
一
の
公
的
高
等
技
術
教
育
機
関
で

あ
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
大
学
工
学
部
で

は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
や
施
設
復

旧
・
機
材
供
与
、
電
気
・
電
子
工
学
科

に
対
す
る
実
習
指
導
、
指
導
教
官
の
能

力
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　
石
油
基
金
の
恩
恵
に
よ
り
順
調
に

経
済
成
長
を
続
け
、
独
立
時
の
５
倍
近

く
に
ま
で
国
内
総
生
産
が
上
昇
し
た

東
テ
ィ
モ
ー
ル
。２
０
１
１
年
に
は
、

カ
イ
・
ラ
ラ
・
シ
ャ
ナ
ナ
・
グ
ス
マ

ン
首
相
自
ら
が
全
国
65
地
域
を
巡
り
、

住
民
と
の
対
話
を
通
じ
て
作
成
さ
れ

た「
戦
略
開
発
計
画
」が
発
表
さ
れ
た
。

そ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

〝G
oodbye C

onflict, W
elcom

e 
D
evelopm

ent

〞。紛
争
に
別
れ
を
告

げ
、
復
興
か
ら
開
発
へ
と
シ
フ
ト
し
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
中
所
得
国
入
り

を
目
指
す
と
い
う
も
の
だ
。

　
２
０
１
２
年
５
月
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

は
独
立
10
周
年
を
迎
え
る
。こ
の
３

月
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ

し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

初
の
有
償
資
金
協
力
と
し
て
日
本
か

ら
円
借
款
が
供
与
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。対
象
は
首
都
と
東
部
の
バ
ウ

カ
ウ
を
結
ぶ
約
１
２
０
キ
ロ
の
道
路

を
整
備
す
る
「
国
道
１
号
線
整
備
事

業
」
だ
。イ
ン
フ
ラ
省
の
ペ
ド
ロ
・
ラ

イ
・
ダ
・
シ
ル
バ
大
臣
は
「
都
市
と
地

方
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
が
進
め
ば
、
物

流
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
格
差
是
正
に

も
つ
な
が
る
。東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
自
然

資
源
を
生
か
し
、
観
光
業
の
促
進
に
も

つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
」
と
期
待
す
る
。東

テ
ィ
モ
ー
ル
担
当
の
国
連
事
務
総
長

特
別
代
表
を
務
め
て
い
た
法
政
大
学

の
長
谷
川
祐
弘
教
授
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
平
和
構
築
と
国

づ
く
り
に
、
農
業
と
イ
ン
フ
ラ
の
復
興

そ
し
て
人
材
育
成
を
着
実
に
実
施
し

て
き
た
」と
評
価
す
る
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
10
年
―
。

高
田
裕
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
テ
ィ
モ
ー
ル

事
務
所
長
は
「
国
家
歳
入
の
９
割
を
石

油
収
入
に
依
存
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
が
、あ
く
ま
で
石
油
・
ガ
ス
は〝
有

限
〞の
資
源
。ま
た
、
国
庫
へ
の
収
入
で

あ
っ
て
国
民
へ
の
直
接
の
収
入
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。産
業
と
雇
用
の
創
出
を

見
据
え
た
協
力
を
強
化
し
、
す
べ
て
の

国
民
が
豊
か
に
な
れ
る
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
話
す
。

今
後
は
、
農
業
、
観
光
な
ど
経
済
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指

し
た
協
力
に
よ
り
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
現
在
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
加
盟
を

申
請
中
。今
後
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
つ

な
が
り
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

日
本
に
と
っ
て
、
こ
の
国
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
違
い
な

い
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
オ

ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
尊
重
し
な
が
ら
、
復

興
か
ら
開
発
へ
、
新
た
な
国
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く
。

地域の力で平和な村をつくる

　東ティモールの首都ディリ近郊にあ
るコモロ村と沖縄本島中部に位置する
読谷村。それぞれ人口わずか4万人の
この2つの村が“つながっている”ことを
ご存じだろうか。読谷村は第二次世界
大戦前、旧日本陸軍に飛行場用地とし
て土地を接収され、米軍統治下では村
の8割が基地となった地域。返還後は
跡地利用をめぐって村民の意見が割れ
たが、“平和な村”を取り戻そうと地域が
一体となり、紅イモや伝統工芸品であ
るやちむんと呼ばれる焼き物を活用し
た村おこしに取り組んだ。一方、コモロ
村は紛争による治安悪化で避難してい
る間に、別の土地の住民が耕作をはじ
めたことで村民間の紛争に発展。失業
問題や青年同士の暴力が頻繁に起き
ている。
　JICAの青年研修「平和構築」コー
スに参加した東ティモールの研修員の

アクションプランからヒントを得て、読谷
村とNPO法人沖縄平和協力センター
はJICAの草の根技術協力事業「沖
縄・東ティモール・コミュニティ紛争予防
支援協力」を開始。地域の伝統・慣習
を活用したコミュニティー紛争解決のノ
ウハウを伝えている。昨年からは読谷村
での販売を見据え、「読谷山花織」と東
ティモールの伝統織物「タイス」をコラ
ボレーションさせた新商品を開発中だ。

［左］これから円借款で整備が進められる国道1号線。現在は、雨期になると冠水被害に見舞われている。
［右上］「インフラ分野への日本の協力すべてが、東ティモールの礎となっています」と話すインフラ省の
ライ・ダ・シルバ大臣
［右下］JICA草の根技術協力事業を通じて、保健医療サービスの向上を支援するNPO法人シェア＝国
際保健協力市民の会 （撮影：久野真一）

突
然
の
暴
動

紛
争
国
へ
逆
戻
り
か

資
源
依
存
か
ら
の
脱
却
　

新
た
な
産
業
の
育
成
に
向
け
て

洪水により導水管が破損したディリ西部では、日本の無償資金協力により給水施設緊急改修工事を実施。独立前からインフラ整備への支援を続けてきた日本の技術者へ
の信頼は厚い （撮影：久野真一）
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日本唯一の亜熱帯に属する沖縄県。
その地理的特性により直面してきた独自の課題解決のノウハウを、

開発途上国の島国にも伝えている。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　
日
本
の
最
南
端
、
東
西
１
０
０
０
キ
ロ
、

南
北
４
０
０
キ
ロ
に
及
ぶ
沖
縄
県
。
日
本
で

唯
一
、
亜
熱
帯
に
属
す
る
こ
の
県
に
は
、
日

本
有
数
の
豊
か
な
自
然
が
あ
る
。
ど
こ
ま
で

も
続
く
青
い
海
と
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な
ど
の

希
少
動
物
を
擁
す
る
森
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
、
世
界
に
誇
る
べ
き
貴
重
な
財
産―

。
そ

の
魅
力
に
引
か
れ
、
年
間
を
通
じ
て
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
〝
島
〞
な
ら
で
は
の

魅
力
が
あ
る
一
方
、
地
理
的
特
性
か
ら
、
こ

れ
ま
で
数
々
の
苦
難
に
直
面
し
て
き
た
。
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
、
環
境
汚
染
、
産
業

の
創
出…

。
ど
れ
も
短
期
的
に
解
決
で
き
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
地
域
の
人
た
ち

が
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
乗
り
越
え
、
今

も
な
お
、
そ
の
努
力
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
沖
縄
と
同
様
に
、
世
界
各
地
に
は

同
じ
く
〝
島
〞
な
ら
で
は
の
課
題
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
国
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
沖
縄

は
自
分
た
ち
が
困
難
の
中
で
培
っ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
大
洋
州
や
中
南
米
な
ど
の
島
し
ょ

国
に
還
元
す
べ
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
も
協
働
で

さ
ま
ざ
ま
な
国
際
協
力
を
展
開
し
て
い
る
。

　
平
た
ん
な
地
形
で
山
も
川
も
な
く
、
水
資

源
が
限
ら
れ
る
宮
古
島
市
は
、
１
９
９
０
年

代
か
ら
水
保
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、
事
後

処
理
以
外
に
は
薬
剤
も
電
力
も
使
わ
な
い

「
生
物
浄
化
法
（
緩
速
ろ
過
方
式
）」
を
採
用
。

何
層
に
も
重
ね
た
砂
利
と
砂
に
緩
や
か
な
速

度
で
水
を
通
過
さ
せ
、
砂
の
中
の
微
小
な
動

植
物
が
不
純
物
を
分
解
す
る
こ
と
で
病
原
菌

の
い
な
い
飲
用
水
を
つ
く
り
出
す
仕
組
み
に

よ
り
、
市
民
に
よ
り
安
全
で
お
い
し
い
水
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
「
生
物

浄
化
法
」
を
途
上
国
に
も
伝
え
よ
う
と
、
宮

古
島
市
上
下
水
道
部
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
働
で

２
０
０
０
年
か
ら
研
修
員
受
け
入
れ
を
開

始
。
さ
ら
に
、
研
修
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

一
環
で
、
研
修
員
の
出
身
国
の
一
つ
で
あ
る

サ
モ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
上
下
水
道
部
職
員
の

提
案
に
よ
り
、
２
０
１
０
年
か
ら
草
の
根
技

術
協
力
事
業
「
サ
モ
ア
水
道
事
業
運
営
（
宮

古
島
モ
デ
ル
）
支
援
協
力
」
に
取
り
組
む
。

漏
水
対
策
や
「
生
物
浄
化
法
」
を
使
っ
た
浄

水
場
管
理
な
ど
を
通
じ
て
、
サ
モ
ア
水
道
公

社
の
健
全
な
運
営
を
支
援
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
〝
島
全
体
〞
の
経
験
を
共
有
す
べ

く
、
沖
縄
県
企
業
局
が
か
じ
を
取
り
〝
オ
ー

ル
沖
縄
〞
で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
地
域
別
研
修
「
島
嶼
に
お
け
る
水
資

源
保
全
管
理
」
コ
ー
ス
だ
。
対
象
は
亜
熱
帯

に
属
す
る
島
し
ょ
国
で
あ
る
大
洋
州
だ
が
、

そ
の
中
で
も
各
国
が
抱
え
る
水
資
源
の
在
り

方
は
一
様
で
は
な
い
。
沖
縄
も
地
下
水
、
表

流
水
な
ど
地
域
ご
と
に
水
源
が
異
な
る
た

め
、
管
理
方
法
に
応
じ
て
特
徴
あ
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
研
修
で
は
、
沖
縄

が
掲
げ
る
〝
一
滴
の
水
も
無
駄
に
し
な
い
〞

と
い
う
方
針
の
下
、
沖
縄
市
や
那
覇
市
、
石

垣
市
、
名
護
市
な
ど
沖
縄
全
土
を
舞
台
に
、

自
治
体
が
培
っ
て
き
た
水
資
源
管
理
、
水
道

事
業
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い
る
。

　
水
だ
け
で
な
い
。
離
島
の
多
い
沖
縄
は
、

電
力
の
確
保
に
つ
い
て
も
頭
を
悩
ま
せ
て
き

た
。
本
島
を
含
む
37
の
離
島
の
人
々
の
生
活

を
照
ら
す
〝
光
〞
を
供
給
し
て
き
た
の
は
、

１
９
７
２
年
に
設
立
さ
れ
た
沖
縄
電
力
株
式

会
社
。
し
か
し
、
大
き
な
河
川
が
な
い
な
ど

地
形
的
な
制
約
か
ら
、
水
力
な
ど
を
使
っ
た

発
電
が
で
き
ず
火
力
発
電
が
主
流
に
。
長
年

に
わ
た
り
石
油
火
力
機
が
用
い
ら
れ
て
き
た

が
、
二
度
の
石
油
危
機
の
影
響
を
受
け
て
、

石
炭
と
天
然
ガ
ス
を
使
っ
た
発
電
に
移
行
し

て
い
る
。

　
離
島
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
が
一
般
的
だ

が
、
運
搬
費
な
ど
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
さ
ら

に
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
こ
と
か
ら

環
境
汚
染
へ
の
懸
念
も
あ
る
。
そ
こ
で
沖
縄

で
は
、
離
島
に
設
置
さ
れ
て
い
る
複
数
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
燃
料
消
費
率
を
分
析

し
、
効
率
的
な
電
力
配
分
を
す
る
こ
と
で
燃

料
消
費
量
を
減
ら
す
「
経
済
負
荷
配
分
シ
ス

テ
ム
」
を
積
極
的
に
導
入
し
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
沖
縄
と
同
様
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
に
依
存
す
る
途
上
国
に
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
還
元
す
べ
く
、
株
式
会
社
沖
縄
エ
ネ
テ
ッ

ク
と
協
働
で
集
団
研
修
「
複
数
台
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
に
お
け
る
経
済
負
荷
配
分
に
よ
る

省
燃
料
運
用
」
コ
ー
ス
を
実
施
中
。
燃
料
価

格
の
高
騰
を
受
け
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
が

経
済
的
自
立
・
発
展
へ
の
弊
害
と
な
っ
て
い

る
大
洋
州
の
国
々
に
対
し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
経
済
負
荷
配
分
表
の

作
成
方
法
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
沖
縄
エ
ネ

テ
ッ
ク
の
島
袋
正
則
さ
ん
は
、「
一
つ
の
島

に
複
数
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
、
発
電
単
価
が
高
い
た
め
、
運

用
上
、
各
発
電
機
の
燃
料
消
費
量
が
最
小
と

な
る
よ
う
に
出
力
配
分
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
美
し
い
島
国
の
裏
側
に
は
、
必
ず
、
地
元

の
人
た
ち
の
努
力
が
あ
る―

。
島
国
の
先
端

を
い
く
沖
縄
の
経
験
を
途
上
国
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
は
、
世
界
の
島
々
の
人
々
の
暮
ら

し
、
自
然
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

沖
縄
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
国
際
協
力

〝
宮
古
島
方
式
〞で

安
全
で
お
い
し
い
水
を

経
済
負
荷
の
少
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
を
目
指
す

面積約2,275平方キロ。人口約
140万人。県庁所在地は那覇市。
温暖な気候により熱帯作物の栽培
が盛んで、サンゴ礁やマングローブ
などの自然も豊か。このような沖縄
ならではの特徴を生かした国際協力
にも積極的に取り組む。主な協力
分野は、IT、環境対策、自然保全、
エネルギー、観光振興、地域保健、
平和など。2012年5月25～26日
に、名護市と宮古島市で「第6回太
平洋・島サミット」が開催される。

沖縄県

24

沖縄市内で漏水探知機の使い
方を学ぶ研修員。漏水は大洋州
が直面する深刻な課題の一つ

宮古島市が導入する「生物浄化法」について学ぶ研修。「地域の自然や生物の力を賢く応用することで、社会・経済的環境にも
好適な技術です」と宮古島市上下水道部の梶原健次さん

ディーゼル発電機の運用確認方法を
現場の運転員から聞く

沖縄県

サモアの浄水場から採取した微生物を使って「生物浄化法」の
基本原理を伝える。途上国で技術指導に携わった宮古島市の
職員は自身の技術向上や、市民サービスの改善にもつながって
いるという

燃料消費量の簡易計測方法について指導を受ける
研修員

沖  縄  県
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小
学
校
教
諭
と
し
て
サ
モ
ア
に
赴
任
し
た
の
は
２
０
１
１

年
１
月
。
現
地
に
行
っ
て
分
か
っ
た
の
は
、
算
数
が
苦
手
な

子
ど
も
が
多
い
こ
と
。「
20
ま
で
は
手
と
足
の
指
を
使
っ
て
数

え
、
そ
れ
以
上
に
な
る
と
ノ
ー
ト
に
棒
を
書
く
ん
で
す
。
２

０
０
÷
５
を
計
算
し
た
と
き
な
ん
て
、
棒
を
２
０
０
本
書
き
、

５
本
ず
つ
丸
で
囲
ん
で
数
え
て
い
ま
し
た
」
と
宮
田
さ
ん
は

話
す
。

こ
う
し
た
状
況
が
生
ま
れ
る
の
は
、
先
生
の
教
え
方
に
柔

軟
性
が
な
い
こ
と
が
一
因
だ
。
例
え
ば
、
日
本
で
は
「
５
は

２
と
３
に
、
10
は
３
と
７
に
分
け
ら
れ
る
」
と
い
う
よ
う
に

数
を
〝
ま
と
ま
り
〞
と
し
て
と
ら
え
る
よ
う
に
教
え
る
が
、

サ
モ
ア
で
は
た
だ
数
字
を
数
え
、
延
々
と
足
し
て
い
く
だ
け
。

暗
算
で
き
る
ま
で
計
算
力
を
鍛
え
よ
う
と
い
う
考
え
が
な
い

た
め
、
筆
算
も
文
章
問
題
も
で
き
な
い
。
ま
た
、
先
生
は
「
何

回
目
の
授
業
に
は
こ
の
項
目
を
教
え
る
」
と
決
め
ら
れ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
う
だ
け
の
こ
と
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
が

理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
次
の
内
容
に
進
ん

で
し
ま
う
の
だ
。

　「
九
九
の
２
の
段
か
ら
５
の
段
ま
で
を
書
く
掛
け
算
テ
ス

ト
を
し
ま
す
。
制
限
時
間
は
10
分
間
。
よ
ー
い
、
始
め
！
」　

　
宮
田
さ
ん
の
掛
け
声
に
、
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
む
子
ど

も
た
ち
。
子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
向
上
さ
せ
た
い―

。
そ
の

た
め
に
宮
田
さ
ん
は
、
授
業
内
容
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
。「
こ
う
し
た
テ
ス
ト
を
す
る
こ
と
で
、
最
初
は
２
の
段

し
か
書
け
な
か
っ
た
子
が
、
３
の
段
、
４
の
段
を
書
け
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
時
間
も
ど
ん
ど
ん
短
く
な
り
ま
す
。『
今

日
は
７
分
30
秒
だ
！
す
ご
い
！
次
回
は
７
分
を
切
れ
る
と
い

い
ね
！
』
と
言
う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
や
る
気
に
満
ち
た
目

を
し
ま
す
。
上
達
す
る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
よ

う
で
す
」。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な

い
と
思
え
ば
、
次
の
授
業
で
は
〝
復
習
す
る
〞
よ
う
に
し
て

「
算
数
が
苦
手
」

そ
の
原
因
は
ど
こ
に
？

児
童
に
も
先
生
に
も

理
解
す
る
楽
し
さ
を
伝
え
る

算
数
を
苦
手
と
す
る
子
ど
も
が
多
い
サ
モ
ア
で
は
、
学
力
向
上
に
向
け
て
基
礎
教
育
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
小
学
校
教
諭
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
青
年
海
外
協
力
隊
の
宮
田
賢
さ
ん
は
、

子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
楽
し
さ
が
伝
わ
る
よ
う
な
授
業
を
実
践
し
て
い
る
。
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い
る
。「
10
回
く
ら
い
練
習
問
題
を
解
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の

子
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」。

　
こ
う
し
た
宮
田
さ
ん
の
授
業
ス
タ
イ
ル
は
、
サ
モ
ア
の
先

生
た
ち
の
参
考
に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
来
年
か
ら

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
改
訂
さ
れ
、
決
め
ら
れ
た
指
導
内
容
を
何

時
間
か
け
て
ど
う
教
え
る
か
は
各
教
員
に
委
ね
ら
れ
る
か
ら

だ
。「
児
童
の
理
解
度
に
合
わ
せ
て
授
業
内
容
を
工
夫
す
る

感
覚
を
僕
の
実
践
を
通
し
て
現
地
の
先
生
た
ち
に
つ
か
ん
で

も
ら
え
た
ら
」
と
宮
田
さ
ん
は
話
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
ス
タ
イ
ル
を
急
に
変
え
る
こ
と
は

そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
そ
こ
で
宮
田
さ
ん
は
、
先
生
た
ち
に

自
分
の
授
業
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
す
る
と
、

普
段
発
表
な
ど
し
な
い
子
が
手
を
挙
げ
た
り
、
算
数
が
苦
手

だ
っ
た
は
ず
の
子
の
ノ
ー
ト
に
た
く
さ
ん
丸
が
つ
く
よ
う
に

な
る
様
子
を
見
て
、
児
童
の
理
解
力
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

に
先
生
た
ち
が
自
然
と
気
付
く
の
だ
。「
そ
う
や
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
〝
学
ぶ
喜
び
〞
が
先
生
た
ち
に
も
伝
わ
っ
て
い

く
の
で
す
」。

　
約
１
年
間
の
活
動
を
通
じ
、「
算
数
嫌
い
だ
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
次
第
に
楽
し
い
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
感
じ
て
い
る
宮
田
さ
ん
。
　

　「
ケ
ン
！
今
日
は
算
数
の
授
業
が
な
か
っ
た
け
ど
、
明
日

こ
そ
僕
た
ち
の
ク
ラ
ス
に
来
て
ね
！
」。

　
活
動
期
間
は
残
り
10
カ
月
。
こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
言
葉

が
も
っ
と
増
え
る
よ
う
に
、
宮
田
さ
ん
は
今
後
も
授
業
を
工

夫
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
北
へ
２
３
０
０
キ
ロ
の
太
平
洋

に
浮
か
ぶ
島
国
、
サ
モ
ア
。
最
も
面
積
が
大
き
い
サ
バ
イ
イ

島
に
あ
る
タ
ガ
小
学
校
で
、
教
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の

が
青
年
海
外
協
力
隊
の
宮
田
賢
さ
ん
だ
。
大
学
時
代
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
子
ど
も
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
や
自
然
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
実
施
な
ど
を
経
験
し
て
か
ら
、
子

ど
も
に
か
か
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
小
学
校
教
諭
の
道
へ
。
協
力
隊
に
は
「
い
つ
か
参
加
し

た
い
」
と
思
い
描
き
な
が
ら
も
、
そ
の
一
歩
が
踏
み
出
せ
ず

に
い
た
。
し
か
し
、教
員
と
な
っ
て
１
年
半
た
っ
た
こ
ろ
、「
頭

で
考
え
て
い
て
も
だ
め
。
関
心
が
あ
る
な
ら
行
っ
て
み
な
よ
」

と
い
う
協
力
隊
O
B
の
言
葉
に
後
押
し
さ
れ
て
決
意
し
た
。

1982年福岡県出身。08年
に九州工業大学情報工学部
卒業後、福岡県嘉麻市立下
山田小学校にて勤務。2011
年1月から、青年海外協力隊
（小学校教諭）としてサモアで
活動中。

PROFILE

a.初めての掛け算テストに真剣に取り組む子どもたち。算数嫌いだった子どもが「算数の授業、もっとやってよ！」と宮田さんに声をかけてくることも増えた
b.児童の数に対して教室が足りないため、学校内の多目的ホールで授業を行うこともある
c.掛け算テストの答案。以前から九九を歌で覚えている子どもは多かったが、テストをすることできちんと書けるようになった
d.算数を楽しみながら学べるようさまざまな工夫を凝らしている。高学年の子どもたちに手伝ってもらい、低学年用の九九カードを作成中

宮
田
　
賢

JICA 
Volunteer  

Story

ab

d

Miyata
Ken

さん

算数の授業の復習中。「一人一人をきちんとフォローすれば、児童の理解は格段に上がります」と宮田さん

「
子
ど
も
た
ち
の
理
解
に
合
わ
せ
た
授
業
で

〝
学
ぶ
楽
し
さ
〞
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

c

全国約１２０会場で
体験談＆説明会を開催

青年海外協力隊
シニア海外ボランティア

募集中！

募集期間
4月１日（日）～5月14日（月）

www.jica.go.jp/volunteer/

サモア

アピア

サバイイ島



J
I
C
A
東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
部

で
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
担
当
す
る
林
径

子
さ
ん
。
現
地
政
府
と
日
本
が
二
人

三
脚
で
進
め
る「
国
づ
く
り
」の
醍
醐

味
を
感
じ
な
が
ら
、新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
と
す
る
こ
の
国
の
開
発
を

支
援
し
て
い
る
。

学
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
を
専
攻
し
、

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は「
企
業
の
社
会
貢

献
活
動
」
で
し
た
。
企
業
の
社
会
的
責
任

（
C
S
R
）が
、日
本
で
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
浸
透
し

て
い
な
い
時
代
で
し
た
が
、何
ら
か
の
形
で
そ
の

分
野
の
仕
事
に
従
事
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
。

　

卒
業
後
は
印
刷
会
社
に
就
職
し
、パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
企
画
・
製
作
を
担
当
し
ま
し
た
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
は

商
品
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
効
果
的
に
消
費
者
に
伝

え
る
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
す
。

そ
の
仕
事
の
意
義
は
十
分
に
理
解
し
て
い
ま
し

た
が
、あ
る
時
ふ
と「
私
が
汗
水
流
し
て
作
っ
た

も
の
は
す
べ
て
ゴ
ミ
に
な
る
」と
思
っ
た
瞬
間
、一

切
の
こ
と
が
空
し
く
思
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

も
う
一
度
原
点
に
戻
り
、自
分
の
生
き
方
を

見
つ
め
な
お
し
た
い
―
。そ
ん
な
思
い
か
ら
復
学

を
決
意
し
、大
学
院
で
広
報
を
専
攻
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
研
究
を
通
じ
て
、行
政
で
も
民
間
企

業
で
も
な
い
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
を
主
体
と
す
る
第
三

セ
ク
タ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
、東

京
に
拠
点
を
置
く
あ
る
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
出

会
っ
た
の
は
そ
の
こ
ろ
で
し
た
。「
日
本
が
国
際

協
力
に
携
わ
る
こ
と
の
意
義
を
日
本
国
民
に
広

く
伝
え
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
そ
の
N
G
O
に

就
職
。そ
れ
が
、私
の
国
際
協
力
キ
ャ
リ
ア
の
出

発
点
で
す
。

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
の
10
年
間
は
無
我
夢
中
で
し
た
が
、

異
な
る
環
境
で
も
っ
と
経
験
を
積
ん
で
成
長
し

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、2
0
0
6
年
に

国
際
協
力
銀
行（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）に
転
職
し
ま
し

た
。国
際
協
力
の
根
幹
の
精
神
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
Ｏ
Ｄ

Ａ
も
同
じ
で
す
が
、当
時
の
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
仕
事
は

よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、我
を
忘
れ
て
仕
事
に
没

頭
し
て
い
ま
し
た
。

　

09
年
4
月
か
ら
は
、現
在
の
部
署
で
東
テ
ィ
モ

ー
ル
を
担
当
し
て
い
ま
す
。シ
ャ
ナ
ナ
・
グ
ス
マ
ン

首
相
が
来
日
し
、東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
初
め
て
日
本

に
円
借
款
供
与
の
要
望
を
出
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
配
属
で
し
た
。「
無
償
資
金
協
力
は
自
分
た

ち
よ
り
も
も
っ
と
困
っ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
の
た
め

に
」、「
借
款
供
与
は
国
の
経
済
が
世
界
的
な
信

用
を
得
た
こ
と
の
証
し
」な
ど
と
い
う
先
方
の
意

向
を
く
み
、そ
の
実
現
可
能
性
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。新
規
に
借
款
を
つ
け
る
仕
事

に
は
職
人
技
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、当
時
ま
だ
経

験
の
少
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、苦
労
を
強
い

ら
れ
る
日
々
で
し
た
。

　

円
借
款
供
与
に
は
、あ
る
一
定
の
条
件
と
環

境
が
必
要
に
な
り
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
現
地
調
査

を
経
て
９
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
洗
い
出
し
、先
方
政

府
と
と
も
に
借
款
供
与
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。
現
地
の
財
務
省
と
議
論
を
重

ね
、「
私
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
議
会
の
承
認
を
と
り
つ

け
る
か
ら
、ハ
ヤ
シ
は
日
本
政
府
の
承
認
を
も
ら

っ
て
く
れ
」な
ど
、二
人
三
脚
で
一
つ
ず
つ
条
件

を
ク
リ
ア
し
て
い
き
ま
し
た
。真
剣
勝
負
で
衝
突

も
よ
く
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
が
さ
ら
に
信
頼
関

係
を
深
め
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
こ
の
３
月
に

は
、東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
と
っ
て
世
界
初
の
借
款
と
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JICA東南アジア・大洋州部
東南アジア第六・大洋州課

林 径子
HAYASHI Michiko

大学卒業後、民間企業に就
職。退職後アメリカの大学院
への留学を経て、日本のNGO
に就職。10年間勤務した後、
2006年に国際協力銀行に
転職し、開発二部三班（当時）
で南アジアを担当。08年10月
のJICAとの統合後、南アジア
部に配属。09年4月から現職。

大

国
づ
く
り
に
は

先
方
政
府
と
の
信
頼
関
係
が
カ
ギ

東ティモールのインフラ省ペドロ・ライ・ダ・シルバ大臣と会談。顔を合わせて議論を重ね
ることが、信頼関係の構築にもつながる

な
る
円
借
款
貸
付
契
約
が
よ
う
や
く
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

　

ど
ん
な
仕
事
を
す
る
時
も
、「
担
当
す
る
国
、

セ
ク
タ
ー
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、自
分
が
誰
よ
り
も

詳
し
い
と
言
え
る
く
ら
い
に
徹
底
的
に
勉
強
し

ろ
。そ
れ
が
プ
ロ
だ
」と
い
う
あ
る
先
輩
の
言
葉

が
胸
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
私
の
モ
ッ
ト
ー

で
あ
り
、後
輩
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
J
I
C
A

職
員
と
し
て
の
生
き
様
で
す
。

　

国
際
協
力
は
、日
本
が
存
在
す
る〝
証
し
〞で

す
。こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
さ
ら
に
前
進
を
続

け
、O
D
A
を
通
じ
て
日
本
と
し
て
の
新
し
い
付

加
価
値
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、私
自
身
も
努
力

と
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東ティモール初の円借款対象となった国道1号線の測量調査
に参加する林さん（左）

From Headquarters



　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
日
本
の
中
小
企
業
の
海
外
展
開
を
支

援
す
べ
く
、ア
フ
リ
カ
に
関
心
の
高
い
企
業
に
対
す
る

情
報
提
供
の
場
と
し
て「
ア
フ
リ
カ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ

ラ
バ
ン
」を
全
国
各
地
で
実
施
し
て
い
ま
す
。昨
年
11

月
の
広
島
市
を
皮
切
り
に
、第
２
回
目
が
３
月
７
日
に

愛
媛
県
松
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
ま
ず
、ア
フ
リ
カ
の
気
候
、資
源
、人
口
、経

済
状
況
、課
題
な
ど
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
が
紹
介
。一
般

的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ
の
進
出
に
は
そ
の
リ
ス

ク
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、資
源
が
豊
富
な
こ
と
、欧

州
よ
り
投
資
環
境
が
よ
い
地
域
も
あ
る
こ
と
、人
口
増

加
に
よ
り
大
量
消
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
、進
出

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。続
い
て
、す
で
に
ア

フ
リ
カ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
成
功
し
て
い
る
株
式
会

0203
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生・高
校
生

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
１
」入
賞
者
発
表

　

２
月
19
日
か
ら
２
週
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の「
海
外

メ
デ
ィ
ア
本
邦
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
兵
庫
、

宮
城
、岩
手
の
３
県
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、海
外
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
者
を
対

象
に
、日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
取
り
組
み
や
知
見
、

技
術
の
理
解
促
進
の
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
。今
年
の
テ
ー
マ
に
は「
防

災
・
災
害
復
興
」が
選
ば
れ
、日
本
と
同
様
に

地
震
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ト
ル
コ
を
含

む
９
カ
国
の
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
局
の
関
係
者

ら
12
人
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

神
戸
市
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
兵
庫
県
が
協
働

で
設
立
し
た「
国
際
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
」を

訪
問
。防
災
分
野
の
人
材
育
成
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、地
震
後
に
大

規
模
な
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
長
田
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
ま
ち
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」で
は
、復
興
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
再
生
の
難
し
さ
に
つ
い
て
も
共
有
。フ
ィ
リ

ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
・
ブ
リ
テ
ィ
ン
紙
の
ア
ー
ロ
ン
・

レ
ク
エ
ン
コ
記
者
は
、「
地
域
住
民
が
連
帯
し
、

自
分
た
ち
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
建
し
よ
う

と
し
て
き
た
努
力
は
素
晴
ら
し
い
」と
感
銘
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
一
行
は
、復
旧
・
復
興
の
真
っ
た
だ

中
に
あ
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
向
か

い
ま
し
た
。
宮
城
県
東
松
島
市
鳴
瀬
地
区
の

「
鳴
瀬
被
災
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で
は
、こ

こ
ろ
の
ケ
ア
の
一
環
と
し
て
住
民
が
い
つ
で
も

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
、

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
じ
て
、被
災
し
た
人
々
が
安
心
し
て
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
震
の
翌
日
か
ら
手
書
き
の
壁
新
聞

を
発
行
し
た「
石
巻
日
日
新
聞
」の
外
処
健
一

記
者
の「
地
域
の
人
た
ち
が
情
報
を
待
ち
望
ん

で
い
る
中
、今
こ
こ
で
新
聞
を
発
行
し
な
け
れ

ば
私
た
ち
の
存
在
意
義
は
な
い
。手
元
に
あ
っ

た
紙
と
ペ
ン
を
使
い
、壁
新
聞
を
発
行
し
避
難

所
な
ど
に
掲
示
し
た
」と
い
う
話
に
、参
加
者

た
ち
は
同
じ
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
と
し
て
大
変
刺

激
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。ト
ル
コ
国
営
テ
レ

ビ
＆
ラ
ジ
オ
の
マ
フ
ム
ッ
ト
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
・
ア

ヴ
シ
ャ
ロ
ー
ル
カ
メ
ラ
マ
ン
は「
想
像
を
超
え

る
被
害
を
受
け
た
被
災
地
の
人
々
が
、自
ら
の

手
で
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
と
て
も

印
象
的
だ
っ
た
。２
０
１
１
年
10
月
に
ト
ル
コ
東

部
で
発
生
し
た
地
震
の
被
災
者
を
は
じ
め
ト
ル

コ
の
人
々
に
、日
本
で
見
た
こ
と
、聞
い
た
こ
と

を
し
っ
か
り
と
伝
え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
毎
年
、夏
休
み
期
間
に
実
施
し
て
い
る

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ

ン
テ
ス
ト
２
０
１
１
」の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
、２
月
末

に
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
こ
れ

か
ら
の
日
本
〜
世
界
の
中
で
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
」。50
回
の
歴
史
の
中
で
過
去
最
多
と
な
る
総
計
７

万
５
６
６
２
点（
中
学
生
の
部
５
万
３
０
３
点
、高
校

生
の
部
２
万
５
３
５
９
点
）の
力
作
が
集
ま
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

〔
中
学
生
の
部
〕

●
知
立
市
立
竜
北
中
学
校
２
年　

上
村
莉
愛
さ
ん

　
「
二
つ
を
つ
な
ぐ
橋
」

●
岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
１
年　

山
内
宙
さ
ん

　
「
小
さ
な
第
一
歩
」

●
平
塚
市
立
山
城
中
学
校
１
年　

佐
々
木
健
人
さ
ん

　
「
世
界
で
奏
で
ら
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

「海外メディア本邦招へいプログラム」で被災地を訪問 01

神戸市の「人と防災未来センター」では、阪神・淡路
大震災の被害を伝える展示に見入っていた

「石巻日日新聞」の外処記者から話を聞く海外メ
ディア関係者

中学生の部でJICA理事長賞
を受賞した上村さん
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社
F
A
R
E
A
S
T
の
佐
々
木
敏
行
代
表
取
締
役

が
講
演
。「
ア
フ
リ
カ
の
商
品
を
日
本
で
販
売
す
る
際
、

〝
無
名
〞で
あ
る
こ
と
を〝
目
新
し
さ
〞と
と
ら
え
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
宣
伝
し
て
い
く
と
い
う
意
識
が
大
切
」と
強
調

し
ま
し
た
。ま
た
、商
品
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
販
路
を

開
拓
し
た
事
例
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、「
あ
き
ら
め
な
い
こ

と
が
大
事
。た
く
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ス
が
眠
っ
て
い
る
の
で
、

一
つ
一
つ
問
題
を
解
決
し
て
い
け
ば
早
期
に
進
出
が
実

現
で
き
る
」と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
１
２
年
度
か
ら
、中
小
企
業
の
海

外
展
開
の
事
前
調
査
を
支
援
す
る
ス
キ
ー
ム
を
開
始

し
ま
す
。日
本
経
済
の
活
性
化
に
も
貢
献
す
べ
く
、今

後
も
途
上
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
検
討
し
て
い
る
日
本

の
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
方
針
で
す
。

〔
高
校
生
の
部
〕

●
明
治
学
院
高
等
学
校
１
年　

松
本
花
野
さ
ん

　
「
私
の
中
の
大
き
な
力
」

●
学
校
法
人
海
陽
学
園
海
陽
中
等
教
育
学
校
２
年

　

手
嶋
毅
志
さ
ん

　
「
流
学
レ
ポ
ー
ト
」

●
群
馬
県
立
勢
多
農
林
高
等
学
校
１
年　

　

古
谷
ひ
か
る
さ
ん

　
「『
農
』を
学
ぶ
私
が
マ
リ
の
人
々
に
で
き
る
こ
と
」

　

最
優
秀
賞
の
受
賞

者
に
は
、今
年
の
夏
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
支
援
す
る

開
発
途
上
国
へ
の
研

修
旅
行
が
贈
ら
れ
、国

際
協
力
の
現
場
を
視

察
し
ま
す
。

「
ア
フ
リ
カ・ビ
ジ
ネ
ス・キ
ャ
ラ
バ
ン
」で

中
小
企
業
の
ア
フ
リ
カ
進
出
を
支
援



頭
が
痛
く
な
っ
た
時
、
ま
ず
、
ど
ん
な
行

動
を
と
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
頭
痛
薬
を
飲

む
、
と
い
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
い
う
〝
薬
〞
と
は
、
い
わ
ゆ
る
西

洋
医
学
の
産
物
。
一
つ
の
症
状
を
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
即
効
的
に
治
す
効
果
が
あ
る
の
が
特

徴
だ
。
し
か
し
あ
な
た
の
病
気
が
、
生
活
習

慣
、
体
質
、
精
神
状
態
な
ど
、
複
数
の
要
因

が
重
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
場
合
は
ど
う

だ
ろ
う
。
身
体
全
体
の
機
能
を
調
整
し
、
病

気
へ
の
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
の
治
療
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
が
、
薬
草
な

ど
の
天
然
成
分
を
原
料
と
し
た
和
漢
薬
だ
。

い
わ
ゆ
る
漢
方
薬
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
症

状
や
体
質
な
ど
、
総
合
的
な
診
断
か
ら
処
方

さ
れ
る
。
即
効
性
は
な
い
が
副
作
用
が
少
な

く
、
現
代
社
会
で
は
、
生
活
習
慣
病
や
成
人

病
な
ど
の
解
決
・
治
療
に
有
用
な
手
段
の
一

つ
と
し
て
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

日
本
で
は
、
中
国
の
伝
統
医
学
を
基
に
日

本
独
自
の
和
漢
医
薬
学
が
発
展
を
遂
げ
、
日

本
人
の
体
質
と
生
活
習
慣
に
適
応
し
た
も
の

に
な
る
よ
う
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
国

立
大
学
法
人
富
山
大
学
和
漢
医
薬
学
総
合
研

究
所
は
、
日
本
で
唯
一
、
和
漢
医
薬
学
の
研

究
に
特
化
し
た
研
究
所
。
１
９
６
３
年
に
富

山
大
学
薬
学
部
附
属
の
和
漢
薬
研
究
施
設
と

し
て
設
置
さ
れ
、
74
年
に
同
大
学
の
研
究
所

と
し
て
独
立
し
た
。
そ
の
研
究
方
針
は
、
日

本
と
世
界
各
国
の
伝
統
医
療
を
科
学
的
に
分

析
す
る
こ
と
で
、
和
漢
医
薬
学
と
西
洋
医
薬

学
の
融
合
を
図
り
、
新
し
い
医
薬
体
系
の
構

築
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
。

ま
た
同
研
究
所
で
は
、
世
界
の
伝
統
医
薬

学
の
近
代
化
と
発
展
に
貢
献
す
べ
く
、
開
発

途
上
国
へ
の
技
術
移
転
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。
同
研
究
所
の
門
田
重
利
教
授
い
わ
く

「
西
洋
医
学
の
薬
と
比
べ
る
と
、
伝
統
薬
は

安
価
で
手
に
入
る
。副
作
用
も
少
な
い
の
で
、

途
上
国
で
も
か
な
り
重
宝
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
」。
門
田
教
授
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
２
０
０

６
〜
09
年
に
か
け
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
実
施
し

た
「
伝
統
医
療
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
専

門
家
と
し
て
現
地
に
赴
任
。
貧
困
層
を
中
心

に
多
く
の
国
民
が
漢
方
薬
を
日
常
的
に
利
用

し
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
、
医
療
従
事
者
の

能
力
向
上
を
支
援
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
研

究
所
独
自
に
、
北
京
大
学
、
南
京
中
医
薬
大

学
と
の
共
同
研
究
、
タ
イ
と
の
学
術
交
流
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
度
か
ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協

働
で
マ
レ
ー
シ
ア
Ｅ
Ｐ
Ｐ
研
修※

「
漢
方
薬

お
よ
び
代
替
・
補
完
医
学
」
コ
ー
ス
を
実
施

し
て
い
る
。
ハ
ー
ブ
な
ど
の
薬
草
を
用
い
た

和
漢
薬
が
主
流
の
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
04
年
に

保
健
省
内
に
伝
統
・
補
完
医
学
課
を
設
置
。

医
療
従
事
者
の
資
格
制
度
の
整
備
・
認
定
業

務
を
担
っ
て
き
た
が
、
近
年
は
国
民
の
健
康

へ
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
関
連
の
制

度
構
築
や
法
整
備
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
今
年
１
〜
２
月
に
か
け
て
、
日
本
の
伝
統

医
学
の
経
験
を
学
ぼ
う
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

３
地
域
の
保
健
局
職
員
５
人
が
来
日
。
門
田

教
授
ら
の
指
導
の
下
、
和
漢
薬
の
効
能
や
調

合
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、
日
本
の
和

漢
薬
の
認
可
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
の
講

義
を
受
け
た
。
そ
の
中
で
門
田
教
授
は
「
化

学
応
用
分
野
」
の
実
習
を
担
当
。「
す
い
臓

が
ん
の
細
胞
を
サ
ン
プ
ル
に
、投
薬
に
よ
り
、

細
胞
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
の
分
析
方

法
を
指
導
し
ま
し
た
」。
同
じ
薬
で
も
、
原

料
が
取
れ
た
場
所
や
季
節
、
そ
の
日
の
気
温

日
本
の
経
験
を

マ
レ
ー
シ
ア
の
伝
統
医
療
の

発
展
に
生
か
す

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

薬
草
を
原
料
に
し
た

和
漢
薬
の
研
究
拠
点

約半世紀にわたり、和漢医薬学に特化した研究を進める
国立大学法人富山大学和漢医薬学総合研究所。

日本の伝統医薬、補完・代替医学のノウハウを途上国と共有することで
国内外における伝統医学の普及・発展を目指している。

漢方薬で健康になろう

な
ど
に
よ
っ
て
細
胞
の
反
応
は
ま
っ
た
く
違

う
。
そ
の
精
巧
な
研
究
結
果
に
研
修
員
た
ち

は
驚
き
を
見
せ
て
い
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
伝
統
薬
へ
の
信
頼
が
厚

い
も
の
の
、
そ
れ
を
管
理
・
統
制
す
る
法
律

の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
。
日
本
で
は
76
年

か
ら
和
漢
薬
に
も
保
険
が
適
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
、
病
院
で
は
薬
剤
師
が
そ
の

場
で
調
合
し
て
患
者
に
渡
す
と
い
う
シ
ス
テ

ム
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
感
銘
に
受

け
て
い
た
。
ま
た
、
株
式
会
社
廣
貫
堂
、
ク

ラ
シ
エ
製
薬
株
式
会
社
な
ど
日
本
有
数
の
漢

方
薬
・
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
視
察
を
通
じ
て
、

市
販
の
和
漢
薬
の
製
造
法
や
品
質
管
理
な
ど

に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。

　
１
カ
月
の
研
修
を
経
て
研
修
員
た
ち
は
、

「
日
本
で
和
漢
医
薬
学
を
専
門
と
す
る
学
者

や
技
術
者
の
情
熱
に
触
れ
て
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
伝
統
薬
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整

備
を
早
急
に
進
め
た
い
」
と
意
気
込
む
。
国

内
で
す
で
に
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
伝
統
薬

に
つ
い
て
も
、
そ
の
効
能
を
あ
ら
た
め
て
科

学
的
に
分
析
し
、
副
作
用
の
軽
減
や
科
学
的

評
価
な
ど
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
方

針
だ
。「
国
際
協
力
を
通
じ
て
途
上
国
の
課

題
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
日
本
の
和
漢
医

薬
学
の
発
展
に
も
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
」
と
門

田
教
授
は
話
す
。

　〝
体
が
資
本
〞
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で

健
康
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
富
山
大

学
和
漢
医
薬
学
総
合
研
究
所
で
は
、
世
界
の

人
々
の
健
康
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
和

漢
医
薬
学
の
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。

JICAの担当者とのミーティングでは、より良い研修にするために研修員から率直な
意見が寄せられた

研究室では和漢薬の製造、分析に必要なノウハウについて学んだ

漢方薬の適切な保管方法につい
て、クラシエの社員から説明を受け
る研修員

研修の最後には、5人の研修員が
視察内容と帰国後のアクションプ
ランを発表した

※Economic Partnership Program研修の略。2005年に日本・マレーシア間で締結された経済連携協定に基
づき、人材育成および両国の友好関係促進の観点から、日本で10年間に1000人の受け入れを目標に実施中。

国立大学法人富山大学
和漢医薬学総合研究所

マレーシア

クアラルンプール

和漢薬の製造現場では安全衛生
管理が必要不可欠。防じん服に
着替え、表面に付いている汚れは
掃除機で除去する
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音
楽
人
生
に
影
響
を
与
え
た

懐
か
し
の
場
所
へ

の
曲
知
っ
て
る
で
し
ょ
？
み
ん
な
で

歌
お
う
！
」

　
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
を
手
に
、
子
ど
も
た
ち
に

呼
び
か
け
る
。
ア
フ
リ
カ
の
人
な
ら
誰
も
が
知

っ
て
い
る
「
マ
ラ
イ
カ
」
を
吹
き
始
め
る
と
、

彼
ら
が
次
々
と
歌
い
始
め
、
音
楽
で
そ
の
場
が

一
体
と
な
っ
た
。
輪
の
中
心
に
い
た
の
は
、
世

界
的
に
有
名
な
音
楽
家
の
渡
辺
貞
夫
さ
ん
。
２

０
１
２
年
１
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
現
場
を
視

察
す
る
た
め
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
ケ
ニ
ア
を
訪
れ

た
。

　
渡
辺
さ
ん
に
と
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
は
深
い
縁

が
あ
る
場
所
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
音
楽
人
生

に
影
響
を
与
え
た
思
い
出
が
あ
る
の
だ
。
１
９

７
４
年
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
が
主
人
公
の
映

画
「
ア
サ
ン
テ
サ
ー
ナ
」
で
使
用
す
る
楽
曲
づ

く
り
の
た
め
、
２
カ
月
ほ
ど
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
滞

在
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。「
ち
ょ
う
ど
独
立

10
周
年
で
、
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
の
広
場
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に

大
統
領
が
現
れ
た
瞬
間
、
何
千
も
の
人
々
が
一

斉
に
太
鼓
を
た
た
き
、
マ
リ
ン
バ
を
鳴
ら
し
、

歌
を
歌
い
始
め
た
ん
で
す
。
ま
る
で
音
が
〝
立

ち
上
が
っ
た
〞
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。
あ
の
イ

ン
パ
ク
ト
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」。

　
そ
れ
か
ら
す
っ
か
り
ア
フ
リ
カ
に
〝
は
ま
っ

て
〞
し
ま
っ
た
と
い
う
渡
辺
さ
ん
。
そ
の
後
も

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
ア
フ
リ
カ
を
訪
れ
た
が
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
と
ケ
ニ
ア
は
90
年
代
に
訪
れ
て
以

来
の
久
し
ぶ
り
の
再
訪
と
な
っ
た
。

　
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
視
察
先
の
一
つ
が
、
ダ
ル

エ
ス
サ
ラ
ー
ム
の
チ
ャ
ゴ
ン
ベ
小
学
校
。
こ
こ

で
は
、
古
賀
裕
希
隊
員
（
青
少
年
活
動
）
が
小

学
生
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
予
防
や
薬
物
依
存
防

止
な
ど
の
た
め
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
と
は
何
か
。
予
防
す
る
に
は

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
か
―
。
授

業
形
式
で
は
な
く
、
演
劇
や
歌
に
そ
の
内
容
を

盛
り
込
み
、
子
ど
も
た
ち
に
覚
え
て
も
ら
う
こ

と
で
理
解
を
促
し
て
い
た
。「
ア
フ
リ
カ
の
子

ど
も
た
ち
に
と

っ
て
音
楽
は
生

ま
れ
た
と
き
か

ら
身
近
に
あ
る

も
の
。
そ
れ
を

う
ま
く
取
り
入

れ
て
活
動
に
生

か
し
て
い
る
の

が
ア
フ
リ
カ
ら

し
い
と
思
う
」

と
渡
辺
さ
ん
は

話
す
。

　
ま
た
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
地
域
で
は
稲
作
振

興
の
取
り
組
み
も
視
察
。「
日
本
は
70
年
代
か

ら
、
灌
漑
整
備
の
〝
ハ
ー
ド
面
〞
と
人
材
育
成

の
〝
ソ
フ
ト
面
〞
を
共
に
支
援
し
、
こ
の
地
域

で
の
灌
漑
農
業
を
後
押
し
し
て
き
た
。
渡
辺
さ

ん
が
実
際
に
訪
れ
た
ロ
ー
ア
モ
シ
地
区
に
は
１

１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な
水
田
が
広

が
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
日
本
が
整
備
し
た
灌

漑
施
設
を
使
っ
て
、
水
の
管
理
や
農
業
の
機
械

化
な
ど
新
た
な
農
業
技
術
の
普
及
支
援
も
行
わ

れ
て
い
た
。「
ま
る
で
日
本
の
よ
う
な
田
園
風

景
で
驚
き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
日
本
の
支

援
が
生
か
さ
れ
、
そ
れ
が
実
を
結
ん
で
き
て
い

る
と
実
感
で
き
た
」
と
渡
辺
さ
ん
は
話
す
。

　
視
察
の
後
半
は
ケ
ニ
ア
へ
。
首
都
ナ
イ
ロ
ビ

か
ら
南
東
に
約
２
４
０
キ
ロ
、
ロ
イ
ト
キ
ッ
ク

県
で
視
察
し
た
の
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術

協
力
事
業
で
行
わ
れ
て
い
る
井
戸
の
掘
削
現
場

だ
。
干
ば
つ
に
よ
る
こ
の
地
域
の
深
刻
な
水
不

足
を
軽
減
す
る
た
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大

野
篤
志
・
比
佐
代
夫
妻
が
「
上
総
掘
り
」
と
呼

ば
れ
る
井
戸
掘
り
技
術
を
地
域
の
住
民
に
指
導

し
て
い
る
。
大
野
さ
ん
か
ら
、「
日
本
で
は
竹

で
や
ぐ
ら
を
組
ん
で
井
戸
を
掘
り
ま
す
が
、
こ

こ
に
は
竹
が
な
い
の
で
代
わ
り
に
木
を
使
っ
て

い
ま
す
」
と
い
う
説
明
を
受
け
た
渡
辺
さ
ん
は

「
こ
の
土
地
に
あ
る
も
の
を
使
い
、
将
来
的
に

住
民
た
ち
が
自
分
た
ち
で
維
持
管
理
で
き
る
こ

と
が
大
切
な
ん
で
す
ね
」
と
話
し
た
。

　
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
協
力
隊
員
の

活
動
だ
と
い
う
。「
活
動
地
域
は
町
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
だ
し
、
周
辺
に
は
建
物
ら
し
い
建
物

が
何
も
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
最
初
は
言
葉

も
通
じ
な
い
中
で
苦
労
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い
る
と
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。若
い
と
き
に
外
に
出
て
、

そ
の
土
地
の
人
々
と
直
に
付
き
合
う
経
験
は
自

分
を
客
観
的
に
見
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
人
生

の
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
」。

　
約
２
週
間
に
わ
た
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ケ
ニ
ア

の
視
察
を
終
え
た
渡
辺
さ
ん
は
、「
日
本
は
長

年
ア
フ
リ
カ
を
支
援
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

根
付
き
始
め
て
い
る
。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の

は
、
実
際
に
現
場
で
そ
の
土
地
の
人
々
と
共
に

活
動
す
る
日
本
人
た
ち
。
彼
ら
に
会
っ
た
こ
と

で
、
そ
う
強
く
実
感
し
ま
し
た
」
と
話
す
。
視

察
先
の
多
く
で
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
を
届
け
、
さ

ら
に
大
学
で
の
演
奏
会
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
出
演
し
て
現
地
の
人
々
と
交
流
を
深

め
た
渡
辺
さ
ん
。
今
後
も
音
楽
を
通
し
て
、

日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
き
ず
な
を
深
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

音
楽
を
取
り
入
れ
た

協
力
隊
員
の
活
動
に
感
動

こ
「

ケニアの村を訪れ、子どもたちに囲まれながら演奏
する渡辺さん（ケニア）

灌漑施設の整備や農業技術の普及など、JICAが長
年支援してきたキリマンジャロ地域を視察（タンザニア）

ジャズのふるさとであるアフリカに、
1970年代から幾度となく訪れてきた渡辺貞夫さん。

この１月には、青年海外協力隊の活動や技術協力プロジェクトなど
ＪＩＣＡの協力現場を視察するため、タンザニアとケニアを訪れた。

やぐらを立てて人力で井戸を掘る「上総掘り」の技術をJICAの草の根技術協力事業で村人に伝える（ケニア）

青年海外協力隊の森野祥希隊員（村落開発普及員）は、村人とと
もに地図を作成。生活向上に向けて自分の村のどこにどんな資源
があるか知ることから始めた（タンザニア）

Sadao’s photos

る
の

共
に

こ
と

。
視

、
さ

ト
な

を
深

し
て
、

と
考

のどこにどんな資源

行く先々で子どもたちの
無邪気な笑顔に出会っ

た

○Sadao Watanabec チャバカリ中学校で一緒に演奏したブラスバンドの男の子

○Sadao Watanabec

ら演奏

ジャズのふるさとであるアフリカに、

○Sadao Watanabec

アフリカでは歌うことは踊ること。
圧倒される天性のリズム感

渡辺貞夫さん
アフリカ再訪で見た
日本とのきずな

in タンザニア・ケニア

ケニア
タンザニア

か
ず
き
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高
や
原
油
価
格
の
高
騰
に
加
え
、東

日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
に
見
舞

わ
れ
た
日
本
の
経
済
は
今
、戦
後
最
大
の
危

機
に
直
面
。
昨
年
は
、31
年
ぶ
り
の
貿
易
赤

字
も
記
録
し
た
。一
方
、世
界
で
は
ア
ジ
ア
な

ど
の
新
興
国
を
中
心
に
高
い
経
済
成
長
を
見

せ
て
い
る
。人
口
が
減
少
し
、需
要
が
先
細
り

の
国
内
市
場
と
、こ
れ
か
ら
拡
大
し
て
い
く

新
興
国
の
市
場
―
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
て
、日
本
企
業
の〝
海
外
展
開
〞は
、日
本

経
済
の
再
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に

な
り
得
る
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
政
府
は
、昨
年
６
月

に「
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
大
綱
」を
発

表
。経
済
産
業
省（
主
に
中
小
企
業
庁
）、外

務
省
、独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機

構（
ジ
ェ
ト
ロ
）、独
立
行
政
法
人
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
連
携
し
、中
小

企
業
の
海
外
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
た

め
、〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞の
体
制
を
強
化
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
中
で
外
務
省
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、政
府

開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）を
活
用
し
、よ
り
積
極

的
に
中
小
企
業
の
技
術
・
製
品
と
途
上
国
の

ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

に
。商
社
や
メ
ー
カ
ー
、ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
、こ
れ

ま
で
に
も
企
業
の
海
外
展
開
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活

用
し
た
例
は
あ
っ
た
が
、そ
の
大
半
が
大
企

業
。中
小
企
業
の
場
合
、「
情
報
」「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」「
人
材
」「
資
金
調
達
」「
貿
易
投
資

環
境
」な
ど
に
一
社
で
取
り
組
む
に
は
リ
ス

ク
が
高
く
、そ
れ
ほ
ど
事
例
は
多
く
な
か
っ

た
。し
か
し
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
最
近

は
海
外
展
開
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る

中
小
企
業
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、外
務

省
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
全
国
を
回
り
、各
地
の
地

円
中小企業の海外展開と
ODAの活用

東日本大震災

中小企業支援

元
企
業
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に「
中
小
企
業
の
技
術
・
製
品
と

途
上
国
の
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す

る
」と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
一
つ
は
、外
務

省
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
持
つ
海
外
拠
点
を
活
用
し

て
も
ら
う
こ
と
。外
務
省
は
１
３
４
カ
所
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
途
上
国
を
中
心
に
１
０
０
カ
所
ほ

ど
の
拠
点
が
あ
り
、こ
こ
で
集
約
し
た
情
報

を
従
来
か
ら
の
日
本
企
業
支
援
の
一
環
で

中
小
企
業
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。ま

た
、外
務
省
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
築
い
て

き
た
途
上
国
政
府
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
、各
国
に
投
資
環
境
の
改
善
を
働
き
か

け
る
こ
と
も
で
き
る
。さ
ら
に
、Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業

（
資
金
援
助
、製
品
・
機
材
の
供
与
、日
本
人

専
門
家
の
派
遣
、日
本
で
の
研
修
な
ど
）を

活
用
し
て
優
れ
た
製
品
や
技
術
、シ
ス
テ
ム

を
持
つ
中
小
企
業
の
参
加
を
後
押
し
す
る
こ

日
本
大
震
災
か
ら
１
年
の
節
目
と

な
る
３
月
12
日
に
外
務
省
は
、
玄

葉
光
一
郎
外
務
大
臣
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
東
京
都
内
の
板
倉
公
館
で
開
催
し

た
。レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
外
交
団
の
ほ
か
、

被
災
地
の
関
係
者
や
被
災
地
支
援
を
行
っ

た
在
日
米
軍
関
係
者
、
在
日
外
国
人
、Ｎ
Ｇ

Ｏ
や
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る

民
間
の
方
々
、
関
係
国
会
議
員
ら
が
出
席

し
た
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
玄
葉
外
務
大
臣
か

ら
、
犠
牲
者
へ
の
追
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
へ
の
謝
意
を
あ
ら
た
め
て

表
明
し
た
上
で
、
日
本
の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
風
評
被
害
対
策
と
し
て
の
規
制
措
置

の
緩
和
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。ま
た
、
世

界
の
英
知
を
被
災
地
に
集
め
、
被
災
地
の

取
り
組
み
を
世
界
に
発
信
す
る
と
の
考
え

に
基
づ
き
、
７
月
３
・
４
日
に「
大
規
模
自

然
災
害
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
国
際
会
議
」

を
開
催
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。主
な
ゲ
ス

ト
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
医
療
支
援
チ
ー

ム
の
受
け
入
れ
に
尽
力
し
た
宮
城
県
栗
原

市
の
佐
藤
勇
市
長
の
ほ
か
、
現
在
も
継
続

的
に
被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い
る
仙
台
在

住
の
カ
ナ
ダ
・
日
本
人
混
成
バ
ン
ド
Ｍ
Ｏ
Ｎ

Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｉ
K
も
招
待
さ
れ
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。ま
た
、「
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
全
国
大
会
」
で
32
年
連
続
で
金
賞
を

受
賞
し
、
昨
年
は
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
福
島
県
立
安
積
黎
明
高
等
学
校
合

唱
団
が「
復
興
の
歌
声
」を
披
露
し
た
。

　
会
場
で
は
、
被
災
地
の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
写
真
パ
ネ
ル
や
、
世
界
か
ら
の
応
援
の

絵
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
被
災
地
の
子
ど
も
に
よ

る
絵
な
ど
を
展
示
。復
興
に
関
連
す
る
映

像
も
上
映
さ
れ
た
。

　
海
外
で
も
２
１
１
カ
所
の
在
外
公
館
で

3
月
11
日
前
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
追
悼
・
復

興
関
連
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

東

と
も
可
能
だ
。そ
の
中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、保
健
・
医
療
、社
会
福

祉
、地
場
産
業
開
発
、農
業
開
発
、農
村
開

発
、環
境
対
策
、上
下
水
道
、防
災
な
ど
の
公

的
分
野
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
際
の
有
望
分
野
だ
。ま
た
、中
小
企
業
の

技
術
・
製
品
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
Ｏ

Ｄ
Ａ
で
実
施
し
た
り
、青
年
海
外
協
力
隊
を

通
じ
て
若
手
社
員
を
育
成
す
る
こ
と
な
ど
も

支
援
策
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
。

国
内
外
の
経
済
状
況
の
変
化
に
伴
い
、中

小
企
業
に
と
っ
て
も〝
海
外
展
開
〞と
い
う
選

択
肢
は
生
き
残
る
た
め
の
一
つ
の
道
。日
本

の
経
済
・
社
会
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
こ
れ

ま
で
そ
の
成
長
を
牽
引
す
る
力
と
な
っ
て
き

た
の
は
中
小
企
業
だ
。途
上
国
の
開
発
と
日

本
の
経
済
成
長
に
も
結
び
付
く
Ｏ
Ｄ
Ａ
が

今
、必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

 シンポジウム
外務省・JICAが全国行脚

追悼・復興関連行事

震災から1年
深まる日本と世界の絆

玄葉外務大臣講演

フルキャスト・ディプロマシーで
グローバルな課題に挑む！

「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

２

■中小企業の海外展開とODAの連携（例）

東日本大震災後1年に際するレセプションで玄葉光一郎
外務大臣があいさつ

玄
葉
大
臣
は
、「
人
間
一
人
一
人
が
力
を

発
揮
で
き
る
国
際
社
会
に
向
け
て（
人
間

の
安
全
保
障
）」「
世
界
の
災
害
へ
の
抵
抗

力
強
化
」「
紛
争
か
ら
の
脱
却
へ
の
支
援
」

「
世
界
全
体
の
グ
リ
ー
ン
成
長
促
進
」の
４

つ
を
提
示
。
来
年
６
月
に
横
浜
で
開
催
さ

れ
る
第
５
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ⅴ
）を
、日
本
が
こ
う
し
た
支
援
を
実

践
す
る
場
と
位
置
付
け
た
。

　
ま
た
、日
本
が
国
際
協
力
を
実
施
し
て
い

く
上
で
、Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
反
転
と
民
間
資
金

の
活
用
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
中
小
企
業
、地
方
自
治

体
と
の
連
携
を
進
め
る
な
ど
、財
政
的
な

裏
付
け
と
担
い
手
の
両
面
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
の
考
え
を
表
明
。「
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
相
乗
効
果
を
生

み
出
し
て
い
く
フ
ル
キ
ャ
ス
ト
・
デ
ィ
プ
ロ
マ

シ
ー
は
、国
民
か
ら
の
理
解
と
支
持
の
も
と

に
進
め
る
外
交
の
一
つ
の
形
だ
と
考
え
て
い

る
」と
の
言
葉
で
講
演
を
結
ん
だ
。

月
28
日
、外
務
省
は
政
策
研
究
大

学
院
大
学
と
外
交
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
共
催
。
そ
の
冒
頭
、玄
葉
光
一
郎
外
務

大
臣
が『
我
が
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
へ

の
取
り
組
み
〜「
フ
ル
キ
ャ
ス
ト
・
デ
ィ
プ
ロ

マ
シ
ー
」の
展
開
と
協
力
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

拡
大
〜
』と
題
し
、基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　
講
演
の
中
で
玄
葉
大
臣
は
、「
国
益
を

最
大
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、自
国
の
利
益

だ
け
で
な
く
、世
界
全
体
の
利
益
を
実
現

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
の
認
識

の
下
、日
本
は「
資
金
力
や
構
想
力
な
ど
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
力
を
総
合
的
か
つ
最
大

限
活
用
し
、国
際
的
な
課
題
の
解
決
に
貢

献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
た
。ま

た
、そ
の
た
め
に
は「
地
方
自
治
体
、民
間

企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
も
得
て
、総
力
を

挙
げ
た
外
交
を
展
開
す
べ
き
」と
の
考
え

を
示
し
た
。

　
日
本
が
重
視
す
る
国
際
協
力
に
つ
い
て

2月28日、政策研究大学院大学で基調講演に登壇した
玄葉光一郎外務大臣

■東日本大震災後に寄せられた海外からの支援

2月27日、香川県高松市で行われた中小企業向け説明会で、外務
省の大脇広樹・国際協力局審議官は、ODAを活用した中小企業
支援の具体事例なども紹介

派遣された
救助チーム・専門家チーム

24カ国／地域
+

5国際機関

支援表明

（2012年2月6日現在）

外国政府等からの
援助物資・寄付金

（2012年2月6日現在）

163カ国／地域
+

43国際機関
126カ国／地域
+国際機関から受領
総額175億円以上※

在外公館で受け付けた
義援金総額

（2011年12月31日現在）

約87億円

※民間団体や個人からの支援は含まない。

フルキャスト・ディプロマシー
政府、地方自治体、NGO、中小企業、個人などが連
帯し、日本の強みを生かした国際協力を推進する外
交戦略。

国際協力で日本が重視する4つの取り組み
1 人間一人一人が力を発揮できる国際社会に向
　 けて（人間の安全保障）

2 世界の災害への抵抗力強化（強靭な社会づくり）

3 紛争からの脱却への支援
　 （平和構築のための人づくり・国づくり）

4 世界全体のグリーン成長促進
　 （グリーン経済・低炭素社会への移行のための
　 ルールづくり）

不発弾が潜む土地での生薬栽培

・農民の安全確保を目的に開墾予
 定地の不発弾探査・除去
・地雷処理を支援するＮＧＯを通じ
 て、不発弾処理を実施

・不発弾の危険にさらされる人々の安全確保
・雇用創出による山間部の貧困農民の生活改善
・農業技術の移転による生産性向上、焼き畑農業からの脱却
・従来の産品より付加価値の高い産品の生薬栽培による経済振興

・生薬栽培事業で雇用創出
・栽培・加工技術の移転
・全生産品の購入によるラオスの
 貿易促進、生薬栽培の産業化支援

ラオス

ＯＤＡ事業

効果

企業活動

水質浄化剤「ポリグル」を活用した浄水事業

・ＢＯＰビジネス（世界で40億人い
 るとされる貧困層を対象としたビジ
 ネス）の可能性を調査
・ポリグル剤を試験的に導入したプ
 ロジェクトの実施

・安全な飲料水の安価な提供
・ポリグル・レディの雇用による女性の自立支援
・日本企業の優れた製品のデモンストレーション効果

・ポリグル剤の製造・販売を通じ、途
 上国に安全な飲料水を提供
・女性販売員（ポリグル・レディ）の雇
 用による自立支援

バングラデシュ

ＯＤＡ事業

効果

企業活動

April 2012                        2829                         April 2012



子どもたちが元気いっぱいに遊ぶ。
フィジーには底抜けに明るい人々が多い

Fiji
［フィジー］
写真＝今村 健志朗（写真家）
文・写真＝髙橋 香（青年海外協力隊）

地球ギャラリー vol.43

常
夏
の
笑
顔



地球ギャラリー vol.43
「写真撮ってよ！」と駆け
寄ってきた少年たち

イモはこの国の主食

首都スバ市内のマーケット。野菜や果物が豊富に並ぶ

大自然に恵まれるフィジー。海は子どもたちにとって最高の遊び場だ

昼食の準備をする女性

か
な
性
格
も
、こ
の
気
候
が
作
り
出
し
て
い

る
気
が
す
る
。

　〝
フ
ィ
ジ
ア
ン
〞（
フ
ィ
ジ
ー
人
）は
家
族

や
年
長
者
を
と
て
も
大
切
に
す
る
。都
市
部

で
は
核
家
族
化
も
進
ん
で
い
る
が
、村
で
は

家
族
や
村
人
の
結
び
付
き
が
強
い
。食
料
が

た
く
さ
ん
手
に
入
っ
た
ら
、一
緒
に
食
べ
た

り
お
す
そ
分
け
を
し
た
り
と
、「
共
有
」の
精

神
が
根
付
い
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
が
家
の

仕
事
や
弟
妹
を
世
話
す
る
姿
も
よ
く
見
か

け
る
。村
の
人
々
が
ま
る
で〝
一
つ
の
家
族
〞

で
あ
る
か
の
よ
う
に
、助
け
合
い
、子
ど
も

を
か
わ
い
が
り
、年
長
者
を
敬
っ
て
い
る
。

　
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
常
夏
の
島
、フ
ィ
ジ
ー
。

こ
こ
に
は
、陽
気
な
気
候
と
同
じ
く
ら
い

底
抜
け
に
明
る
い
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。

楽
し
い
こ
と
が
大
好
き
。冗
談
が
大
好
き
。

食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
。大
人
も
子
ど
も
も

幸
せ
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
。

　「
バ
ス
が
な
か
な
か
来
な
く
て
も
大
丈

夫
さ
。そ
の
う
ち
来
る
か
ら
気
長
に
待
て
ば

い
い
」

　「
雨
が
降
っ
て
き
た
け
ど
、傘
が
な
く
た

っ
て
心
配
な
い
よ
。き
っ
と
そ
の
う
ち
や
む

だ
ろ
う
か
ら
」

　
細
か
い
こ
と
な
ど
気
に
し
な
い
お
お
ら



地球ギャラリー vol.43

子どもたちは木登りが得意。はだしで駆け上がっていった

首都 ： スバ
面積 ： 1万8,270㎢（四国とほぼ同じ大きさ）
人口 ： 約85万4,000人（2010年）
言語 ： 英語のほか、フィジー語、ヒンディー語
宗教 ： キリスト教（フィジー系）、ヒンズー教・イスラム教（インド系）
1人当たり国民総所得（GNI） ： 3,610米ドル（2010年）
経路 ： 直行便はなく、ソウルや香港などでの乗り継ぎが一般的。
通貨 ： フィジー・ドル（FJD） 1FJD＝約46.3円（2012年3月現在）
気候 ： 南半球に位置するため季節は日本とは逆になる。11～2月
　　　ごろが最も暑く、6～9 月ごろは朝晩に冷え込むことがある。

フィジー料理
タロイモの茎の
ココナツミルクあえ

「バセイセイ」

　首都スバの市場には農作物のほか、魚
やウニ、ナマコなど日本でもおなじみの海
の幸が並ぶ。主食はタロイモやキャッサバ
で、お祝い事があるとこれらを蒸し焼きに。
地面に掘った穴の中で熱した石の上に材
料を置き、バナナの葉、毛布、土で覆い、あ
とは一時間半ほど待つだけ。ござの上に
女性も男性も座り、あぐらをかいて食べる。
　ティータイムの習慣もある。朝と午後、家

でも職場でも甘いミルクティーで人々は憩
う。レモンの葉や香りのいい草もお茶にす
る。週末の社交場になくてはならないの
が、木の根を粉にして水で溶いた「ヤンゴ
ナ」。１つのカップで朝まで回し飲みする。
　料理にはココナツミルクとツナ缶が欠か
せない。また、タロイモは根の部分だけで
はなく、葉も茎もココナツミルクと調理され
る。料理の下ごしらえに朝から時間をかけ
るフィジー料理。タロイモの茎をココナツミ
ルクとあえる「バセイセイ」は村落でも都市
でも身近な家庭料理だ。ゆでたタロイモの
茎はしゃりっとした歯ごたえ。手に入らなけ
ればフキや山菜で代用して試してほしい。

【材料（4人前）】
タロイモの茎300ｇ／ココナツミルク
400ml／ツナ缶160g／トマト1個（み
じん切り）／タマネギ1個（みじん切り）
／トウガラシ1本（みじん切り）／レモン
半個／塩・旨味調味料適量
【作り方】
1.タロイモの茎の皮をむく。
※手が痒くなるので注意

2.沸騰したお湯で4分ゆで、冷水にと
る。
3.20センチ程度の長さに切り、フォー
クで縦に裂く。
4.深めの皿に、温めたココナツミルクと
3を入れ、塩と旨味調味料で味を調
える。
5.4にツナ、トマト、タマネギ、トウガラシ
を入れ、レモンを搾る。
6.タロイモやキャッサバと一緒に食卓
に並べて、完成。

☆タロイモの茎とツナの代わりに、蒸し
た魚を使ってもよい。

スバ中心部の繁華街。インド系の店舗も軒を連ねる

くるんとカールした長いまつげがかわいらしい

フィジー系、インド系、イスラム系など、みんな一緒に勉強

ラグビーはフィジアンに大人気のスポーツ

タロイモの茎を一本ずつフォークで裂く
編集協力：原田郁子（青年海外協力隊）

スバ
フィジー

　
く
る
ん
と
カ
ー
ル
し
た
長
い
ま
つ

げ
に
、吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
く
ら
い
大

き
な
瞳
を
し
た
子
ど
も
た
ち
。木
登
り

を
し
た
り
、川
で
泳
い
だ
り
、エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
で
生
命
力
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。自
然
の
中
に
は
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
が
い
っ
ぱ
い
だ
。ま
ゆ
を
ピ
ク
ッ

と
上
げ
る
の
は「
Ｉ
ｏ（
Y
e
s
）」の
意

味
。話
し
か
け
て
返
事
が
返
っ
て
こ
な

く
て
も
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。よ
く

見
る
と
ま
ゆ
が
上
が
っ
て
い
る
は
ず
。

は
に
か
み
な
が
ら
ま
ゆ
を
動
か
す
様

子
が
愛
ら
し
い
。

　
フ
ィ
ジ
ー
に
は
、フ
ィ
ジ
ー
系
の

人
々
だ
け
で
な
く
、イ
ン
ド
系
の
人
も

た
く
さ
ん
暮
ら
し
て
い
る
。イ
ギ
リ
ス
の
植

民
地
だ
っ
た
時
代
に
、サ
ト
ウ
キ
ビ
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働
者
と
し
て
、同
じ
く
植

民
地
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
か
ら
多
く
の
人
が

連
れ
て
来
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
。今
で
は
イ

ン
ド
系
の
人
口
は
全
体
の
約
40
％
近
く
を

占
め
て
い
る
。

　
公
用
語
は
英
語
だ
が
、街
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
フ
ィ
ジ
ー
語
や
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
を
耳

に
す
る
。学
校
で
も
フ
ィ
ジ
ー
系
、イ
ン
ド

系
、イ
ス
ラ
ム
系
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
勉
強
を
し
て

い
る
。言
葉
、食
べ
物
、服
装
な
ど
、多
く
の

面
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
混
ざ
り
合
い
、現

在
の
フ
ィ
ジ
ー
文
化
が
出
来
上
が
っ
て
い

る
。

　
こ
の
国
に
は
魅
力
あ
ふ
れ
る
自
然
が
た

く
さ
ん
あ
る
が
、何
よ
り
も
魅
力
的
な
の
は

フ
ィ
ジ
ー
で
暮
ら
し
て
い
る
人
々
だ
。幸
せ

な
顔
を
見
て
い
る
と
、こ
ち
ら
も
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
る
。

　「
今
を
楽
し
く
生
き
る
」

　
こ
れ
が
フ
ィ
ジ
ア
ン
ラ
イ
フ
だ
。

イ
　
オ



衛
星
通
信
を
活
用
し

大
洋
州
全
域
に
教
育
や
ビ
ジ
ネ
ス
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

大
洋
州
地
域
で
は
、
そ
の
地
理
的
な
条
件
か
ら
域
内
で
協
力
し
て
遠
隔
で
の

高
等
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
は
教
育
に
加
え
、
I
C
T
（
情
報
通
信
技

術
）
サ
ー
ビ
ス
で
も
地
域
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
べ
く
、
J
I
C
A

は
支
援
を
続
け
て
い
く
。

　1969年、大洋州地域の12カ国により設
立された「南太平洋大学（USP）」。フィジー
の首都スバに本校を、他の11カ国・地域の
主要都市に分校を置くUSPは、域内で最高
水準の高等教育機関だ。一国の人口が少な
く、島が点在する大洋州では、各島で初等・中
等教育は受けられても高等教育までは難し
い。この地域共通の課題を解決するために、
各国が協力して高等教育を提供することにし
たのだ。
　しかし設立当初は、教材を郵便で各分校に
届けるというアナログな方法。実際に教員に
よる講義を受けられる本校と比べると、分校は
一方通行の指導になってしまっていた。そこ
で98年、日本の無償資金協力により、衛星
通信を使った「遠隔教育ネットワーク（USPネ
ット）」を構築。分校で、本校での講義の映像
を受信し、パソコンやテレビを介して講義を受

けられるようになり、また音声でのやりとりもで
きるため、疑問があればその場で質問できるよ
うにもなった。その後JICAは、2002～05年
に「南太平洋大学遠隔教育・情報通信技術
強化プロジェクト」を実施し、講義内容の質を
向上させるため、コンピューター科学の教員を
育成するなど、さらなる支援を行った。
　そして2010年からは、「南太平洋大学ICT
キャパシティビルディングプロジェクト」を実施
中だ。USPの学生が増えたことで全体の約
半分が分校に通うようになったものの、USP
ネットのデータ送受信システムが旧式で通信
量の増加に対応しきれず、分校に全科目の講
義を配信できていないという校舎間での教育
格差が生まれつつある。そこで、本校でも分校
でも生徒全員が一定の質の教育を受けられ
るようにするため、トンガやバヌアツ、ソロモン
諸島などの島々では、最新の送受信機器の

導入を進めている。また分校にいても、USP
ネットやインターネットを通じていつでも教員に
質問できたり、学生同士でリアルタイムにディ
スカッションを行える「オンライン学習管理シス
テム」の利便性を高めることで遠隔教育の学
習環境のさらなる向上に取り組んでいる。
　一方、2012年2月には日本の無償資金協
力により、USP本校の敷地内に「Japan-
Pacific ICTセンター」が設立された。遠隔教
育の拠点となったUSPに併設することでその
技術やノウハウを活用し、このセンターを“ICT
サービスのハブ”として大洋州地域の情報通
信技術産業を発展させていくことが目的だ。
完成記念式典に出席したフィジーのジョサイ
ア・ヴォレンゲ・バイニマラマ首相は、「地理的
条件から大洋州地域の経済成長にはICTの
発展が欠かせない。遠隔教育の実績をビジネ
スにも役立てたい」と話している。

JICAの活動
in フィジー

［上］オンライン学習管理システムを使って勉強する
トンガ分校の学生たち
［下］USPネットを通して情報を送信するパラボナア
ンテナ。左が当初から使われているもので、右がほ
ぼ同じ機能でコストが安い最新型

地球ギャラリー vol.43

大洋州地域におけるICTサービスの拠点となるこ
とを目指す「Japan-Pacific ICTセンター」。多目
的講堂やコンピューター室、ＩＴ起業スペースなどが
入っている

USPのビデオ会議室と国際宇
宙ステーションを結び、古川宇
宙飛行士と交流

教え子とともにイベントを成功さ
せた池田隊員（右端）。「生徒が
これを機に理数科への関心を
高めてくれたら」と期待する

青年海外協力隊の発案で
古川宇宙飛行士と交信！
　USPを舞台に、2011年10月14日、
“大洋州初”ともいうべきイベントが開催さ
れた。青年海外協力隊（理数科教師）の
池田知世隊員が中心となり、当時、国際
宇宙ステーションに長期滞在していた古
川聡宇宙飛行士と、池田隊員が活動する
フィジーのスバサンガム高校の生徒、さら
にUSPの学生が衛星通信を使って交流
したのだ。
　実は6月のフィジー赴任直後から準備
に取り掛かっていた池田隊員。フィジーで
は、中学や高校で宇宙について学ぶ機会

がほとんどないため、池田隊員が宇宙の成
り立ちや天体、また国際宇宙ステーション
に関する授業を行い、それを受けて生徒た
ちは古川宇宙飛行士への質問を考えた。
当日は、スバサンガムの生徒、USPの学
生、関係者を合わせ90人ほどが参加。生
徒たちからは「宇宙ステーションと地球で
はどちらが過ごしやすいですか？」「ホーム
シックにかかりましたか？」「どうやってごみ
を処理しているのですか？」といった質問
が投げかけられ、古川宇宙飛行士からの
「宇宙のほうが断然快適ですよ」という意
外な答えに驚いていたという。「宇宙とつ
ながるという貴重な体験に生徒たちは目を
輝かせていました」と池田隊員は話す。
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新 着 情 報

B  OOK

『陸上から海底まで広がる
鉱物資源フロンティア』
世界で鉱物資源の獲得競争が激化している。2008年末
の世界金融危機を契機に一時は落ち着いたものの、
2010年には世界経済の回復を背景に需要も増加に転
じ、金は年間を通じて史上最高値を更新、銀やプラチナの
価格も高騰した。資源の乏し
い日本にとって鉱物資源は生
命線の一つ。しかし一体、資
源はどこに眠り、どのようなプ
ロセスを経て“使える素材”とな
り私たちの元に届けられるの
だろうか？本書はこうした基本
的な疑問に分かりやすく答え
てくれるだけでなく、開発途上
国の資源開発を支援する上で
の留意点も記されている。

B  OOK

『高校生のための地球環境問題入門 
子どもたちの未来のために』
総合的な学習の時間を使って国際協力への理解を深める
とともに、一般企業との連携による商品開発や販売、社会
貢献活動などを通じビジネスを実践的に学んでいる秋田市
立秋田商業高等学校。東日本大震災では、地元NGOと
協力し、宮城県石巻市でボラ
ンティア活動なども行ってい
る。2011年度は「地球環境問
題」をテーマに、チョーク再生プ
ロジェクトを実施したり、自分た
ちの学びを地元の小学生に伝
えてきた。その成果をまとめたも
のが本書だ。地球環境をめぐる
現状、国際社会の取り組み、
原発やエネルギー問題など、環
境問題を学びたいという人に
おススメの一冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2011年／フランス・フィンランド・ドイツ／93分
監督：アキ・カウリスマキ
出演：アンドレ・ウィルム、カティ・オウティネンほか
公開：4月28日（土） より、ユーロスペース（東京・渋谷）ほかにて公開
ＵＲＬ：www.lehavre-film.com/
配給：ユーロスペース　TEL：03-3770-4179

○c Sputnik Oy

会期：4月24日（火）～29日（日） 12～20時（最終日は19時まで）
会場：ONE PLUS 1 gallery（大阪市北区）
問：玉井誠子　Email : ff647900＠hotmail.com
URL：one-plus-1.net

秋田市立秋田商業高等学校　
ビジネス実践・ユネスコスクール班 編著
アルテ
1,680円（税込）

『ル・アーヴルの靴みがき』
舞台は北フランスの港町、ル・アヴール。人生も終盤を迎え、靴磨きを生
業とするマルセル・マルクスが、ある日、一人の少年イドリッサと出会う。
彼は、漂着したコンテナに乗ってきたアフリカからの不法移民だった―。
警察の検挙をすり抜けたイドリッサを、マルセルは自宅にかくまうのだ
が・・・。そんなとき、妻のアルレッティが医師から余命宣告を受ける。マル
セルとアルレッティ、そしてイドリッサの運命は？2011年シカゴ国際映画
祭のグランプリ作品。

写真展 「ニジェールのおんなのこ」
西アフリカ、ニジェールの人たちはどのような生活を送っているのだろう
か。青年海外協力隊の村落開発普及員として同国で活動した玉井誠
子さんが、地元の人々、特に女性や女の子の日常を映した約25作品
が展示される予定。

E  VENT

M  OVIE

細井義孝 著
日刊工業新聞社
1,890円（税込）
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﹇
11
月
号 
特
集 

A
S
E
A
N
「
つ
な
が
る
」
を
読
ん
で
﹈

■
A
S
E
A
N
の
経
済
成
長
は
、
国
内
市
場
の
縮
小
が
見
込
ま
れ

る
日
本
企
業
に
と
っ
て
新
し
い
市
場
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
い
う
利

点
が
あ
る
。
A
S
E
A
N
の
経
済
成
長
を
促
進
す
る
た
め
に

A
S
E
A
N
の
連
結
性
、
す
な
わ
ち
「
物
理
的
な
連
結
」「
制
度
的

な
連
結
」「
人
と
人
の
連
結
」が
強
化
さ
れ
て
お
り
、J
I
C
A
が「
南

部
経
済
回
廊
」
や
「
R
O
R
O
船
」
等
の
事
業
を
通
し
て
連
結
性

の
強
化
を
支
援
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
事
業
に
も
多
く
の
日
本
企
業
が

参
加
し
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
岡
山
県
／
男
性
／
69
歳
）

■
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
社
会
で
日
本
が
果
た
し
て
い
く
役
割
を
、
特

集
A
S
E
A
N
を
読
み
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

独
自
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
利
益
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
発
展
し
連

携
し
て
い
く
の
は
非
常
に
難
し
く
あ
り
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
の
平
和
は

世
界
の
平
和
、
安
定
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、
取
り
組
み
に
注
目
し

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

 

（
和
歌
山
県
／
女
性
／
会
社
員
／
33
歳
）

﹇
12
月
号 

特
集 

障
害
者
支
援「
意
識
を
変
え
る
。
社
会
が
変
わ
る
。」

を
読
ん
で
﹈

■
一
人
一
人
の
行
動
が
と
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
障
害
者
支
援
で
必
要
な
の
は
、
私
た
ち
の
心
を
変
え
る
こ
と
で

す
。
と
て
も
い
い
記
事
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
兵
庫
県
／
女
性
／
主
婦
／
47
歳
）

■
道
端
ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
が
出
会
っ
た
ネ
パ
ー
ル
の
方
々
の
現
実
や
、

協
力
隊
員
の
活
動
を
読
み
、
自
分
自
身
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
が
発
し
た
途
上
国
の
現
状
を
よ
り
多
く
の
人
が
知

り
、
何
か
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
す
。

私
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
東
京
都
／
女
性
／
24
歳
／
A
y
u
m
i
）
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プレゼント付き

1

次号予告（2012年5月1日発行予定）

アフガニスタン
夏に東京で開催予定の「アフガニスタン復興支援国際会議」（東
京会議）。日本・JICAの対アフガニスタン支援を振り返ります。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かか
ることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望
の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp

① フィリピンのシルク製品
② 書籍『高校生のための地球環境問題入門』（p37参照）
③ 書籍『陸上から海底まで広がる鉱物資源フロンティア』
     （p37参照）

3

2

。

便局でお支便局でお便局

負
巻
話
始月を

負担
巻末
話番
を明記

担
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郵便
をいたします（入金から1週間

郵便郵便郵便を郵を郵を郵を郵記の上、指定の金額記のの上の上 指定の金額指定の金額指定の金額
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　小さな部屋の中から、小刻みに聞こ
えてくる機織り機の音。柔らかいシルク
の糸が一枚の鮮やかな布へと形を変え
ていく。フィリピン南部のネグロス島。
日本ではまだあまり知られていないが、
近年アジアで注目が高まっているシル
クの生産地だ。
　ネグロス島はかつて、「飢餓の島」と
呼ばれていた時代があった。1980年代
半ばに砂糖の価格が暴落し、さとうき
びの生産に従事していた人々の生活は
見る見るうちに苦しくなっていった。そ
こで導入されたのが養蚕業。この島の
急傾斜の丘が蚕のエサとなる桑の木の
植樹に適していたからだ。
　しかし、島の人々は養蚕など経験し

たことがない。そこで白羽の矢が立っ
たのが、フィリピンで長年農業支援に
取り組んでいた公益財団法人オイス
カ。15年以上にわたり現地の人 と々寄り
添い、JICAとも連携しながら地道に技
術指導を続けてきた。
　生産者のリーダーは、日本の養蚕農
家で訓練を受けた人々。草木で鮮やか
に染められた糸は、女性たちの手によ
り美しい布として生まれ変わっていく。
「今後は生産組合の組織化の支援を
通じて、技術の向上、販路開拓を目指
したい」とオイスカの萬代保男事務局
次長は話す。
　ネグロス生まれのシルクが人々の未来
を紡ぎ、島に笑顔をもたらしている。
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シルク製品は、現地の女性たちが一枚一枚心を込め
て織っていく

ネグロスの未来を紡ぐシルク糸

フィリピン

★シルク製のストールを3人、テーブルクロスを1人にプ
レゼント！→詳細は38ページへ

ネグロス島
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PROFILE
1982年神奈川県生まれ。15歳でモデルデビュー
し、世界を舞台にショーや雑誌、広告などで活躍。
2010年、公益財団法人ジョイセフのイベント
「MODE For Charity」の親善大使としてザンビ
アを訪れ、翌年に同団体アンバサダーに就任。ま
た、2011年、国連世界食糧計画（WFP）のオフ
ィシャルサポーターとしてエチオピアを視察し、世
界の現状を広く発信し続けている。「なんとかしな
きゃ！プロジェクト」著名人メンバー。

　国際協力に関心を持つようにな
ったきっかけは、私自身が一児の
母になったことが大きいと思いま
す。2010年、開発途上国の妊産婦
を長年支援してきた公益財団法人
ジョイセフのイベントに参加し、一
年で36万人もの女性が妊娠や出産
が原因で命を失っているという現
実を知りました。そこで初めて、自
分がどんなに恵まれた環境にいる
のかに気付いたのです。
　でも、母親が子どもを愛する気
持ち、自分を犠牲にしてでも守りた
いという思いは、途上国であっても
日本であっても変わりません。同じ
母親として彼女たちのために何か
したい―。そう思い、ジョイセフが
支援するザンビアのクリニックなど
を視察し、自分が見て感じたことを
報告会やテレビ番組などを通して
日本の皆さんに伝えました。
　昨年10月には、国連世界食糧計
画（WFP）のオフィシャルサポータ
ーとして、干ばつによる食糧危機で

苦しむアフリカ東部のエチオピアを
訪れました。
　「作物が枯れ、家畜も死んでしま
った。これでは子どもを学校に行
かせることができない…」
　WFPの食糧配給所で出会った男
性からこんな言葉を聞き、これほど
状況が深刻なのかとショックでし
た。一人の親として自分のことに置
き換えてみると辛く、胸が痛くなりま
した。
　WFPは、そうした脆弱な環境に
暮らす子どもが学校に通いやすく
なるように無料で給食を提供し、
教育機会の拡大を後押ししていま
す。学校給食を通じて、貧しい地域
の子どもたちすべてが飢えることな
く健全に成長し、学び、貧困を克服
できるように働きかけています。
　支援先の学校に通う13歳のアミ
ナちゃんに将来の夢を聞くと、「お
医者さんになって自立し、この村に
戻ってきてみんなの生活を良くした
い」と答えてくれました。両親は牧

畜で生計を立てていますが、干ば
つの影響で苦しんでいます。こん
なに小さいのに、村の将来を真剣
に考えている。そんな彼女の力強い
言葉に感動しました。
　私にできることは、途上国で見て
きた現状を日本の皆さんに発信す
ることです。まずは“知る”。それが
国際協力の大きな一歩になること
を、身をもって体験したからです。
国際協力に参加したいと思った時
点で、その人の中で何かが変わっ
ているはず。私もそうでした。あな
たが知ったことを友達や家族にも
話してほしい。そのようにして、少し
ずつ国際協力の輪を広げていけた
らと思います。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

“知る”ことから始まる支援の輪

TOMINAGA Ai

photo by mayumi rui

モデル  冨永 愛


